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合
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一
　
は
じ
め
に

故
喜
多
義
人
教
授
は
、
軍
隊
に
お
け
る
国
際
法
の
教
育
や
捕
虜
の
取
り
扱
い
、
赤
十
字
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
な
ど
戦
時
国
際
法
に
関

連
し
た
研
究
を
さ
れ
て
い
た
が
、
生
前
、「
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
は
軍
縮
を
目
的
と
し
た
会
議
だ
っ
た
」
と
い
う
発
言
を
二
、
三
度
さ

れ
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
法
」
に
研
究
の
軸
を
お
か
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
発
言
は
意
外
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
逝
去

後
、
蔵
書
を
整
理
し
て
い
る
と
、
な
か
に
外
務
省
編
纂
『
海
牙
万
国
平
和
会
議

　
日
本
外
交
文
書
』
と
三
枝
茂
智
『
国
際
軍
備
縮
小
問

題
』
が
あ
る
の
に
気
づ
い
た

（
１
）

。
今
と
な
っ
て
は
も
う
確
認
の
し
よ
う
も
な
い
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
晩
年
心
血
を
注
が
れ
て
い
た
赤
十
字

の
研
究
が
ひ
と
段
落
し
た
ら
、
こ
の
会
議
あ
る
い
は
軍
縮
に
つ
い
て
研
究
を
し
よ
う
と
思
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

事
情
か
ら
、
故
喜
多
教
授
追
悼
の
た
め
、
遺
さ
れ
た
蔵
書
を
使
用
し
つ
つ
、
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
（
以
下
、「
ハ
ー
グ
平
和
会
議
」「
平
和

論

　説

）
七
一
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

八
六

会
議
」
あ
る
い
は
「
会
議
」
と
い
う
）
と
軍
縮
に
つ
い
て
書
く
こ
と
と
す
る
。

ハ
ー
グ
平
和
会
議
は
二
回
開
催
さ
れ
た
。
第
一
回
会
議
は
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
提
唱
に
基
づ
き
、
一
八
九
九
年
五
月
一
八
日

か
ら
七
月
二
九
日
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
第
一
の
目
的
は
軍
縮
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
軍
縮
は
進
展
が
な
か
っ

た
も
の
の
、
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
戦
時
国
際
法
の
分
野
で
三
つ
の
条
約
、
す
な
わ
ち
「
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
条
約
」、「
陸
戦
ノ

法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
条
約
」
お
よ
び
「
千
八
百
六
十
四
年
八
月
二
十
二
日
「
ジ
ェ
ネ
ヴ
ァ
」
条
約
ノ
原
則
ヲ
海
戦
ニ
応
用
ス
ル
条
約
」

（
以
下
、「「
ジ
ェ
ネ
ヴ
ァ
」
条
約
ノ
原
則
ヲ
海
戦
ニ
応
用
ス
ル
条
約
」）
が
、
ま
た
そ
れ
に
加
え
て
特
定
兵
器
を
禁
止
す
る
意
味
で
の
軍
縮
の
た
め

の
三
つ
の
宣
言
、
す
な
わ
ち
、「
軽
気
球
上
ヨ
リ
又
ハ
之
ニ
類
似
シ
タ
ル
新
ナ
ル
他
ノ
方
法
ニ
依
リ
投
射
物
及
爆
裂
物
ヲ
投
下
ス
ル
コ
ト

ヲ
五
箇
年
間
禁
止
ス
ル
宣
言
」（
以
下
、「
軽
気
球
等
ヨ
リ
投
射
物
爆
裂
物
投
下
禁
止
ノ
宣
言
」）、「
窒
息
セ
シ
ム
ヘ
キ
瓦
斯
又
ハ
有
毒
質
ノ
瓦
斯

ヲ
散
布
ス
ル
ヲ
唯
一
ノ
目
的
ト
ス
ル
投
射
物
ノ
使
用
ヲ
各
自
ニ
禁
止
ス
ル
宣
言
」（
以
下
、「
毒
質
瓦
斯
散
布
ヲ
目
的
ト
ス
ル
投
射
物
使
用
禁
止

ノ
宣
言
」）
お
よ
び
「
外
包
硬
固
ナ
ル
弾
丸
ニ
シ
テ
其
ノ
外
包
中
心
ノ
全
部
ヲ
蓋
包
セ
ス
若
ハ
其
ノ
外
包
二
截
刻
ヲ
施
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
キ

人
体
ニ
入
テ
容
易
ニ
開
展
シ
又
ハ
扁
平
ト
為
ル
ヘ
キ
弾
丸
ノ
使
用
ヲ
各
自
ニ
禁
止
ス
ル
宣
言
」（
以
下
、「
人
体
内
ニ
入
リ
容
易
ニ
開
展
シ
又
ハ

扁
平
ト
ナ
ル
ヘ
キ
弾
丸
使
用
禁
止
ノ
宣
言

（
２
）

」））
が
採
択
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

第
二
回
平
和
会
議
は
第
一
回
会
議
で
残
さ
れ
た
課
題
に
対
処
す
る
た
め
一
九
〇
七
年
六
月
一
五
日
か
ら
一
〇
月
一
八
日
ま
で
ハ
ー
グ
で

開
催
さ
れ
た
。
第
二
回
会
議
で
も
結
局
、
軍
縮
に
つ
い
て
は
進
展
は
な
か
っ
た
が
、
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
戦
時
国
際
法
の
分
野
で

一
三
も
の
条
約
が
採
択
さ
れ
る
と
い
う
成
果
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
条
約
」「
契
約
負
債
回
収
ノ
為
ニ
ス
ル
兵

力
使
用
ノ
制
限
ニ
関
ス
ル
条
約
」「
開
戦
ニ
関
ス
ル
条
約
」「
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
条
約
」「
陸
戦
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
中
立
国
及
中

立
人
ノ
権
利
義
務
ニ
関
ス
ル
条
約
」「
開
戦
ノ
際
ニ
於
ケ
ル
敵
ノ
商
船
取
扱
ニ
関
ス
ル
条
約
」「
商
船
ヲ
軍
艦
ニ
変
更
ス
ル
コ
ト
ニ
関
ス
ル

）
七
一
二
（
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ハ
ー
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八
七

条
約
」「
触
発
自
動
海
底
水
雷
ノ
敷
設
ニ
関
ス
ル
条
約
」「
戦
時
ニ
於
テ
海
軍
力
ヲ
以
テ
ス
ル
砲
撃
ニ
関
ス
ル
条
約
」「「
ジ
ェ
ネ
ヴ
ァ
」
条

約
ノ
原
則
ヲ
海
戦
ニ
応
用
ス
ル
条
約
」「
海
戦
ニ
於
ケ
ル
捕
獲
権
行
使
ノ
制
限
ニ
関
ス
ル
条
約
」「
国
際
捕
獲
審
検
所
設
立
ニ
関
ス
ル
条

約
」「
海
戦
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
中
立
国
ノ
権
利
義
務
ニ
関
ス
ル
条
約
」
で
あ
る
。
ま
た
、
宣
言
と
し
て
「
軽
気
球
上
ヨ
リ
投
射
物
及
爆
裂

物
ノ
投
下
ヲ
禁
止
ス
ル
コ
ト
ニ
関
ス
ル
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。

前
述
の
と
お
り
、
二
回
の
会
議
に
お
い
て
も
結
局
、
当
初
の
目
的
で
あ
る
軍
縮
は
進
ま
な
か
っ
た
が
、
国
際
紛
争
の
解
決
と
戦
時
国
際

法
に
お
け
る
法
典
化
は
大
き
く
前
進
し
た
と
い
え
よ
う
。
戦
時
国
際
法
に
お
い
て
は
、「
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
条
約
」
を
は
じ
め

と
す
る
ハ
ー
グ
諸
条
約
と
し
て
現
在
で
も
効
力
を
有
し
、
今
日
の
国
際
人
道
法
を
形
成
す
る
重
要
な
柱
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
人

道
法
の
関
係
条
約
で
今
日
ま
で
繰
り
返
し
挿
入
さ
れ
て
き
た
マ
ル
テ
ン
ス
条
項
は
、
ま
さ
に
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
成
果
物
で
あ
る
「
陸
戦

ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
条
約
」
に
初
め
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
画
期
的
な
ハ
ー
グ
平
和
会
議
で
あ
っ
た
が
、
後
述
の
と
お
り
、
会
議
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
の
日
本
語
で
の
研
究
、
と
く
に

最
近
の
研
究
に
つ
い
て
は
非
常
に
少
な
い
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
目
的
で
あ
っ
た
軍
縮
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
失

敗
し
て
し
ま
っ
た
た
め
か
、
今
日
、
日
本
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
皆
無
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
近
年
ほ
と
ん
ど
「
忘
れ
去
ら
れ

て
し
ま
っ
た
」
感
の
あ
る
、
ハ
ー
グ
平
和
会
議
と
軍
縮
に
焦
点
を
あ
て
た
い
。

二
　
先
行
研
究
、
本
稿
の
概
要
、
用
語
の
定
義
と
本
稿
に
お
け
る
限
定

ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
会
議
か
ら
数
年
以
内
に
い
く
つ
か
の
重
要
な
出
版
が
な
さ
れ
た
。
ス
コ
ッ
ト
（Jam

es 

B
row

n S
cott

）
は
ル
ー
ト
（E

lihu R
oot

）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
務
長
官
の
も
と
国
務
省
か
ら
第
二
回
平
和
会
議
に
出
席
し
、
そ
の
国
際
法

）
七
一
二
（
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述
の
と
お
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、
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の
会
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に
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も
結
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、
当
初
の
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で
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進
ま
な
か
っ
た
が
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と
戦
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」
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と
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が
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り
、
会
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の
日
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で
の
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に

最
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の
研
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に
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て
は
非
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の
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的
で
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日
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、
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近
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」
感
の
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と
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に
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先
行
研
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本
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要
、
用
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定
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本
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に
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和
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に
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は
、
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ず
、
会
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年
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内
に
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く
つ
か
の
重
要
な
出
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が
な
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ト
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n S
cott
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日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

八
八

の
学
識
と
一
次
資
料
を
駆
使
し
て
、
二
巻
か
ら
な
るT

h
e H

agu
e P

eace C
on

feren
ces of 1899 an

d
 1907

を
著
し
た

（
３
）

。
第
一
回
平
和

会
議
に
合
衆
国
代
表
と
し
て
参
加
し
た
ホ
ル
ス
（F

rederick W
. H

olls

）
は
、T

h
e P

eace C
on

feren
ce at th

e H
agu

e

の
な
か
で
、
一

次
資
料
を
用
い
な
が
ら
、
会
議
の
過
程
を
詳
細
に
報
告
し
て
い
る

（
４
）

。
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
で
歴
史
家
で
あ
っ
た
ハ
ル
（W

illiam
 I. H

ull

）
も

第
二
回
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
が
、T

h
e T

w
o H

agu
e C

on
feren

ces an
d

 T
h

eir C
on

tribu
tion

s to 

In
tern

ation
al L

aw
の
な
か
で
、
会
議
の
進
行
に
焦
点
を
あ
て
て
叙
述
し
て
い
る

（
５
）

。

西
暦
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
は
、
平
和
会
議
百
周
年
を
記
念
し
た
出
版
物
が
発
刊
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、M

aartje A
bbenhuis

ら
が
編

集
し
たW

ar, P
eace an

d
 In

tern
ation

al O
rd

er?

で
は
、
国
際
法
を
含
め
て
学
際
的
な
観
点
か
ら
、
平
和
会
議
と
そ
れ
が
そ
の
後
の

国
際
法
や
国
際
政
治
な
ど
の
分
野
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
複
数
の
著
者
が
執
筆
し
て
い
る

（
６
）

。
ま
た
、A

m
erican

 Jou
rn

al of 

In
tern

ation
al L

aw

で
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
号
で
特
集
が
組
ま
れ
、
国
際
法
の
専
門
家
が
各
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
寄
稿
し
て
い
る

（
７
）

。
な

お
、
赤
十
字
国
際
委
員
会
が
発
刊
す
るIn

tern
ation

al R
eview

 of th
e R

ed
 C

ross

で
は
、
第
一
回
平
和
会
議
か
ら
百
年
目
に
あ
た
る

一
九
九
九
年
に
百
周
年
に
関
す
る
記
事
とA

ndré D
urand

の
論
文
が
あ
る
の
み
で
あ
る

（
８
）

。

以
上
の
よ
う
に
英
語
を
中
心
と
し
た
欧
文
文
献
は
主
な
お
の
だ
け
で
も
豊
富
に
存
在
す
る
が
、
こ
れ
に
比
較
す
る
と
日
本
で
出
版
さ
れ

た
文
献
は
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
次
資
料
と
し
て
は
、
前
述
の
『
日
本
外
交
文
書
』
二
巻
が
外
交
文
書
を
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
和
会
議
が
開
催
さ
れ
た
後
、
比
較
的
早
い
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
は
例
え
ば
杉
村
陽
太
郎
『
海
牙
平
和
会
議
』
が
あ
っ

た
も
の
の

（
９
）

、
戦
後
に
な
る
と
平
和
会
議
そ
の
も
の
に
関
す
る
学
術
書
・
論
文
は
非
常
に
少
な
く
な
り
、
今
世
紀
に
入
る
と
皆
無
と
な
る
。

第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
百
周
年
を
記
念
し
て
、
中
村
洸
は
英
文
で
論
文
を
寄
稿
し
て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
国
際
紛
争
の
平
和
的

解
決
に
限
定
さ
れ
て
い
る

（
10
）

。
藤
田
久
一
は
百
周
年
に
際
し
て
、
会
議
の
特
徴
を
『
学
士
会
会
報
』
に
ま
と
め
て
い
る

（
11
）

。
）
七
七
二
（

第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

八
九

平
和
会
議
で
討
議
さ
れ
た
事
項
、
そ
し
て
採
択
さ
れ
た
条
約
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
論
文
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

軍
縮
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
平
和
会
議
の
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
進
展
せ
ず
、
条
約
も
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
か
、
近
年
の
軍
縮
法
の
文
献
で
も
平
和
会
議
へ
の
言
及
は
最
小
限
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
藤
田
久
一
は
『
軍
縮
の
国
際

法
』
の
な
か
で
会
議
に
つ
い
て
脚
注
も
含
め
て
四
頁
を
割
い
て
る
が
、
黒
沢
満
は
『
軍
縮
国
際
法
』
に
お
い
て
数
行
で
言
及
す
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た

（
12
）

。
紛
争
の
平
和
的
解
決
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
、
中
村
洸
が
ハ
ー
グ
で
採
択
さ
れ
た
「
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
条
約
」
か

ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
動
き
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
点
は
む
し
ろ
注
目
に
値
す
る

（
13
）

。

戦
時
国
際
法
の
法
典
化
、
と
く
に
ハ
ー
グ
諸
条
約
と
マ
ル
テ
ン
ス
条
項
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
江
藤
淳
一
が
マ
ル
テ
ン
ス
条
項
に

関
連
し
て
、
第
一
回
平
和
会
議
に
言
及
し
て
い
る

（
14
）

。
兵
器
の
規
制
に
関
し
て
は
廣
瀬
和
子
が
核
兵
器
の
使
用
規
制
に
関
連
し
て
、
文
化
財

の
保
護
に
つ
い
て
は
立
松
美
也
子
が
第
一
回
お
よ
び
第
二
回
会
議
で
採
択
さ
れ
た
条
約
ま
た
は
宣
言
に
つ
い
て
参
照
し
て
い
る

（
15
）

。
和
仁
健

太
郎
は
中
立
法
に
関
連
し
て
、
と
く
に
中
立
条
約
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
条
約
を
採
択
し
た
二
回
の
会
議
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
い
る

（
16
）

。

以
上
の
よ
う
に
、
ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
つ
い
て
は
と
く
に
そ
こ
で
成
立
し
た
条
約
に
関
連
し
て
言
及
が
あ
る
こ
と
は
多
い
が
、
会
議
そ

の
も
の
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
会
議
と
軍
縮
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
論
文
は
、
と
く
に
近
年
の
日
本
に
お
い
て
は
皆
無
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
第
一
に
、
軍
縮
を
扱
っ
た
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
概
要
に
つ
い
て
、
外
交
文
書
な
ど
を
使
用
し
な
が
ら
、
会

議
の
提
案
か
ら
条
約
の
採
択
と
批
准
ま
で
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
と
く
に
会
議
に
お
け
る
軍
縮
に
関
す
る
議
論
と
軍
縮
の
失
敗
と

成
果
に
つ
い
て
、
一
次
資
料
を
利
用
し
つ
つ
、
関
係
論
文
も
ふ
ま
え
て
明
示
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
第
一
回
平
和
会
議
に
お
け
る
軍
縮

に
つ
い
て
、
平
和
会
議
の
意
義
も
考
慮
し
つ
つ
、
評
価
し
た
い
。

）
七
七
一
（



第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

八
九

平
和
会
議
で
討
議
さ
れ
た
事
項
、
そ
し
て
採
択
さ
れ
た
条
約
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
論
文
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

軍
縮
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
平
和
会
議
の
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
進
展
せ
ず
、
条
約
も
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
た

め
か
、
近
年
の
軍
縮
法
の
文
献
で
も
平
和
会
議
へ
の
言
及
は
最
小
限
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
藤
田
久
一
は
『
軍
縮
の
国
際

法
』
の
な
か
で
会
議
に
つ
い
て
脚
注
も
含
め
て
四
頁
を
割
い
て
る
が
、
黒
沢
満
は
『
軍
縮
国
際
法
』
に
お
い
て
数
行
で
言
及
す
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た

（
12
）

。
紛
争
の
平
和
的
解
決
に
つ
い
て
は
前
述
の
と
お
り
、
中
村
洸
が
ハ
ー
グ
で
採
択
さ
れ
た
「
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
条
約
」
か

ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
動
き
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
点
は
む
し
ろ
注
目
に
値
す
る

（
13
）

。

戦
時
国
際
法
の
法
典
化
、
と
く
に
ハ
ー
グ
諸
条
約
と
マ
ル
テ
ン
ス
条
項
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
江
藤
淳
一
が
マ
ル
テ
ン
ス
条
項
に

関
連
し
て
、
第
一
回
平
和
会
議
に
言
及
し
て
い
る

（
14
）

。
兵
器
の
規
制
に
関
し
て
は
廣
瀬
和
子
が
核
兵
器
の
使
用
規
制
に
関
連
し
て
、
文
化
財

の
保
護
に
つ
い
て
は
立
松
美
也
子
が
第
一
回
お
よ
び
第
二
回
会
議
で
採
択
さ
れ
た
条
約
ま
た
は
宣
言
に
つ
い
て
参
照
し
て
い
る

（
15
）

。
和
仁
健

太
郎
は
中
立
法
に
関
連
し
て
、
と
く
に
中
立
条
約
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
条
約
を
採
択
し
た
二
回
の
会
議
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
い
る

（
16
）

。

以
上
の
よ
う
に
、
ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
つ
い
て
は
と
く
に
そ
こ
で
成
立
し
た
条
約
に
関
連
し
て
言
及
が
あ
る
こ
と
は
多
い
が
、
会
議
そ

の
も
の
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
会
議
と
軍
縮
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
論
文
は
、
と
く
に
近
年
の
日
本
に
お
い
て
は
皆
無
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
第
一
に
、
軍
縮
を
扱
っ
た
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
概
要
に
つ
い
て
、
外
交
文
書
な
ど
を
使
用
し
な
が
ら
、
会

議
の
提
案
か
ら
条
約
の
採
択
と
批
准
ま
で
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
と
く
に
会
議
に
お
け
る
軍
縮
に
関
す
る
議
論
と
軍
縮
の
失
敗
と

成
果
に
つ
い
て
、
一
次
資
料
を
利
用
し
つ
つ
、
関
係
論
文
も
ふ
ま
え
て
明
示
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
第
一
回
平
和
会
議
に
お
け
る
軍
縮

に
つ
い
て
、
平
和
会
議
の
意
義
も
考
慮
し
つ
つ
、
評
価
し
た
い
。

）
七
七
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

九
〇

本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
、
軍
縮
の
定
義
を
黒
沢
満
『
現
代
軍
縮
国
際
法
』
の
内
容
か
ら
簡
略
に
説
明
す
る
。
軍
縮
（disarm

am
ent

）

に
は
必
ず
し
も
一
致
し
た
定
義
は
な
い
が
、
伝
統
的
に
は
軍
備
を
縮
小
あ
る
い
は
制
限
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
軍
備
の

撤
廃
ま
で
を
も
意
味
せ
ず
、
こ
こ
で
も
そ
の
意
味
で
扱
う

（
17
）

。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
軍
備
管
理
（arm

s control

）
と
い
う
用
語
が

使
用
さ
れ
る
頻
度
が
多
く
な
っ
た
が
、
本
論
文
は
主
に
一
九
世
紀
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
指
摘
す
る
こ
と
に
と
ど
め

る
（
18
）

。
軍
縮
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
分
け
て
量
的
な
措
置
と
質
的
な
措
置
が
あ
る
。
量
的
な
措
置
は
、
伝
統
的
な
分
類
で
あ
り
、
㈠

撤
廃
ま
た
は
廃
棄
、
㈡
縮
小
ま
た
は
削
減
、
㈢
制
限
、
㈣
上
限
設
定
で
あ
る

（
19
）

。
そ
れ
に
対
し
て
、
質
的
な
措
置
は
「
軍
備
に
関
す
る
一
定

の
活
動
の
禁
止
（prohibition
）」
で
あ
る

（
20
）

。

次
に
、
本
稿
の
範
囲
を
限
定
す
る
。
ハ
ー
グ
平
和
会
議
は
前
述
の
と
お
り
一
八
九
九
年
と
一
九
〇
七
年
の
二
回
開
催
さ
れ
た
が
、
両
方

の
会
議
の
概
要
を
説
明
す
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
膨
大
な
紙
面
を
費
や
し
か
ね
な
い
。
こ
れ
は
、
会
議
の
議
事
に
焦
点
を
あ
て
た
出
版
物

の
頁
数
が
か
な
り
に
の
ぼ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

（
21
）

。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
軍
縮
を
取
り
上
げ
た
第
一
回
平
和
会
議
に
つ
い

て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
回
平
和
会
議
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

第
二
に
、
右
に
関
連
し
て
、
第
一
回
平
和
会
議
は
総
会
議
だ
け
で
計
一
〇
回
あ
り
、
さ
ら
に
委
員
会
の
討
議
を
含
め
る
と
、
た
と
え
そ

の
概
略
で
あ
っ
て
も
限
ら
れ
た
紙
面
で
は
紹
介
し
き
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
会
議
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
皇
帝
の
提
案
か
ら
会

議
開
催
に
至
る
過
程
に
続
い
て
、
本
会
議
に
お
け
る
可
決
事
項
を
中
心
に
表
す
。
も
ち
ろ
ん
、
各
委
員
会
の
議
論
は
重
要
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
が
、
委
員
会
に
お
け
る
討
議
に
つ
い
て
は
本
稿
の
目
的
に
沿
っ
て
、
軍
縮
を
扱
っ
た
第
一
委
員
会
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

と
す
る
。

第
三
に
、
外
国
人
の
人
名
を
日
本
語
で
表
記
す
る
際
は
、
英
和
辞
書
に
記
載
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
選
ん
だ
が
、
そ
れ
が
難
し
い
場
合

）
七
七
七
（

第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

九
一

は
、『
日
本
外
交
文
書
』
に
あ
る
と
お
り
と
し
た
。
ま
た
不
明
の
場
合
は
、
原
語
の
ま
ま
と
し
た
。

最
後
に
、
使
用
す
る
第
一
次
資
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、『
日
本
外
交
文
書
』
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。

三
　
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
概
要

㈠

　第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
前
の
平
和
会
議

一
八
九
九
年
の
ハ
ー
グ
平
和
会
議
よ
り
以
前
に
も
、
大
国
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
参
加
す
る
会
議
、
た
と
え
ば
一
九
世
紀
に
お
い

て
は
ウ
ィ
ー
ン
会
議
、
パ
リ
会
議
、
ベ
ル
リ
ン
会
議
は
開
催
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
会
議
は
戦
争
の
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た

い
わ
ば
講
和
会
議
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
目
的
は
講
和
条
約
の
締
結
で
あ
っ
た

（
22
）

。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
会
議
が
、
よ
り
普
遍
的
な
問
題

に
も
対
処
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
八
五
六
年
の
パ
リ
会
議
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
講
和
会
議
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
こ
で

は
私
掠
船
の
禁
止
を
規
定
し
た
条
約
「
海
上
法
要
義
ニ
関
ス
ル
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
法
の
法
典
化
が
行
わ
れ
た

（
23
）

。

一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
個
人
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、
平
時
に
お
い
て
会
議
が
開
催
さ
れ
、
普
遍
的
な
内
容
の
条
約
の
採
択

が
議
題
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た

（
24
）

。
す
な
わ
ち
、
陸
戦
に
お
け
る
傷
病
兵
の
保
護
の
た
め
の
条
約
を
締
結
す
る
た
め
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
開
催
さ
れ
た
会
議
（
一
八
六
四
年
）、
不
必
要
な
苦
痛
を
も
た
ら
す
軽
量
の
炸
裂
弾
を
禁
止
す
る
た
め
の
条
約
の
締
結
を
目
的
と
し
た
セ

ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
ブ
ル
グ
で
開
催
さ
れ
た
会
議
（
一
八
六
八
年
）、
陸
戦
法
規
に
つ
い
て
討
議
し
た
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
会
議
（
一
八
七
四
年
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
ブ
ル
グ
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
け
る
会
議
は
当
時
の
ロ
シ
ア
皇
帝
で
あ
っ
た
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
二
世
の
個
人
的
な
発
案
で
開
催
さ
れ
、
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
前
例
と
も
な
っ
た

（
25
）

。
十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
こ
の
よ

う
な
国
際
会
議
の
流
れ
を
う
け
、
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
は
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

）
七
七
二
（



第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

九
一

は
、『
日
本
外
交
文
書
』
に
あ
る
と
お
り
と
し
た
。
ま
た
不
明
の
場
合
は
、
原
語
の
ま
ま
と
し
た
。

最
後
に
、
使
用
す
る
第
一
次
資
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、『
日
本
外
交
文
書
』
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。

三
　
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
概
要

㈠

　第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
前
の
平
和
会
議

一
八
九
九
年
の
ハ
ー
グ
平
和
会
議
よ
り
以
前
に
も
、
大
国
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
参
加
す
る
会
議
、
た
と
え
ば
一
九
世
紀
に
お
い

て
は
ウ
ィ
ー
ン
会
議
、
パ
リ
会
議
、
ベ
ル
リ
ン
会
議
は
開
催
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
会
議
は
戦
争
の
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た

い
わ
ば
講
和
会
議
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な
目
的
は
講
和
条
約
の
締
結
で
あ
っ
た

（
22
）

。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
会
議
が
、
よ
り
普
遍
的
な
問
題

に
も
対
処
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
八
五
六
年
の
パ
リ
会
議
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
講
和
会
議
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
こ
で

は
私
掠
船
の
禁
止
を
規
定
し
た
条
約
「
海
上
法
要
義
ニ
関
ス
ル
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
法
の
法
典
化
が
行
わ
れ
た

（
23
）

。

一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
個
人
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、
平
時
に
お
い
て
会
議
が
開
催
さ
れ
、
普
遍
的
な
内
容
の
条
約
の
採
択

が
議
題
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た

（
24
）

。
す
な
わ
ち
、
陸
戦
に
お
け
る
傷
病
兵
の
保
護
の
た
め
の
条
約
を
締
結
す
る
た
め
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
開
催
さ
れ
た
会
議
（
一
八
六
四
年
）、
不
必
要
な
苦
痛
を
も
た
ら
す
軽
量
の
炸
裂
弾
を
禁
止
す
る
た
め
の
条
約
の
締
結
を
目
的
と
し
た
セ

ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
ブ
ル
グ
で
開
催
さ
れ
た
会
議
（
一
八
六
八
年
）、
陸
戦
法
規
に
つ
い
て
討
議
し
た
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
会
議
（
一
八
七
四
年
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
ブ
ル
グ
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
け
る
会
議
は
当
時
の
ロ
シ
ア
皇
帝
で
あ
っ
た
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
二
世
の
個
人
的
な
発
案
で
開
催
さ
れ
、
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
前
例
と
も
な
っ
た

（
25
）

。
十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
こ
の
よ

う
な
国
際
会
議
の
流
れ
を
う
け
、
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
は
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

）
七
七
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

九
二

㈡

　第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議

一
八
九
九
年
の
第
一
回
平
和
会
議
は
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
発
案
で
、
ム
ラ
ヴ
ィ
エ
フ
外
務
大
臣
が
各
国
に
開
催
を
八
月

二
四
日
の
回
章
で
呼
び
か
け
た

（
26
）

。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
在
露
本
野
臨
時
代
理
公
使
が
大
隈
外
務
大
臣
に
宛
て
た
電
報
の
な
か
で
、
会

議
開
催
の
「
重
ナ
ル
理
由
」
を
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

平
和
ノ
維
持
ハ
最
近
二
十
ヶ
年
間
国
際
政
略
ノ
目
的
ナ
リ
ト
思
惟
セ
ラ
ル
、
然
ル
ニ
各
大
国
ハ
平
和
ノ
維
持
ヲ
口
実
ト
シ
テ
同
盟
ヲ

締
結
シ
軍
備
ヲ
拡
張
シ
尚
之
ヲ
拡
張
シ
ツ
ツ
ア
ル
モ
未
タ
其
奏
効
ヲ
見
ス
、
之
ニ
職
由
ス
ル
経
済
上
ノ
負
担
ハ
日
々
ニ
其
重
キ
ヲ
加

ヘ
公
共
ノ
昌
栄
ハ
其
根
底
ヨ
リ
損
害
セ
ラ
ル
、
此
状
態
ニ
シ
テ
存
続
ス
ル
ト
キ
ハ
終
ニ
各
大
国
ノ
共
ニ
避
ケ
ン
ト
欲
ス
ル
所
ノ
災
害

ヲ
来
ス
ヘ
シ

露
国
外
務
大
臣
ハ
右
ノ
如
キ
会
議
ノ
直
チ
ニ
其
功
ヲ
奏
ス
ヘ
シ
ト
ハ
思
考
セ
ス
ト
雖
モ
将
来
ノ
為
メ
本
問
題
ヲ
解
釈
ス
ル
ノ
準
備
タ

ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス

（
27
）

各
国
が
軍
備
を
拡
張
し
て
い
る
が
、
経
済
上
の
負
担
も
大
き
く
、
そ
れ
に
よ
り
戦
争

（
28
）

を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
た
め
、
会
議
を
提
唱
し

て
い
る
が
、
こ
の
第
一
回
回
章
に
つ
い
て
は
、
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
っ
た

（
29
）

。
そ
し
て
各
国
か
ら
の
批
判
を
う
け
て
、
ム
ラ

ヴ
ィ
エ
フ
外
務
大
臣
は
第
二
回
回
章
を
発
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
会
議
の
目
的
を
「
一

　
陸
海
軍
備
ノ
拡
張
ヲ
防
止
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
至
急

ニ
講
究
ス
ル
コ
ト

　
現
今
ノ
如
キ
軍
備
拡
張
ノ
時
ニ
当
リ
テ
本
問
題
ハ
最
モ
急
速
ニ
之
ヲ
決
定
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ

　
二

　
外
交
上
ノ
範
囲

内
ニ
於
ケ
ル
平
和
的
方
法
ヲ
以
テ
交
戦
ヲ
予
防
シ
得
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
之
ニ
関
ス
ル
討
議
ノ
途
ヲ
開
ク
コ
ト
」
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
目
的
の

）
七
七
二
（

第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

九
三

た
め
に
以
下
の
八
つ
の
議
題
を
示
し
た

（
30
）

。

第
一

　
或
ル
一
定
ノ
期
限
間
ハ
陸
海
軍
ノ
現
数
及
其
ノ
経
費
ノ
額
ヲ
増
加
セ
サ
ル
件
ニ
関
ス
ル
協
定
ヲ
為
シ
且
将
来
ニ
於
テ
現
今
ノ

兵
数
及
経
費
ヲ
減
少
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ
方
法
ヲ
予
メ
講
究
ス
ル
コ
ト

第
二

　
陸
海
軍
ニ
於
テ
新
発
明
ノ
火
器
及
爆
裂
薬
若
ク
ハ
現
今
大
砲
及
小
銃
ニ
使
用
ス
ル
火
薬
ヨ
リ
一
層
強
烈
ナ
ル
新
火
薬
ノ
使
用

ヲ
禁
止
ス
ル
コ
ト

第
三

　
現
在
非
常
ナ
ル
強
力
ヲ
有
ス
ル
爆
裂
薬
ヲ
野
戦
ニ
使
用
ス
ル
ノ
制
限
ヲ
定
メ
且
気
球
ヨ
リ
弾
丸
若
ク
ハ
爆
裂
薬
ヲ
投
下
シ
又

ハ
他
ノ
類
似
ノ
方
法
ヲ
以
テ
之
ヲ
投
ス
ル
ヲ
禁
止
ス
ル
コ
ト

第
四

　
海
戦
ニ
於
テ
水
底
水
雷
艇
若
ク
ハ
潜
水
々
雷
艇
或
ハ
他
ノ
類
似
ノ
破
壊
器
ノ
使
用
ヲ
禁
シ
今
後
ハ
衝
角
附
軍
艦
ヲ
製
造
セ
サ

ル
コ
ト
ヲ
約
定
ス
ル
コ
ト

第
五

　
千
八
百
六
十
四
年
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
」
条
約
ノ
条
項
ヲ
千
八
百
六
十
八
年
追
加
条
約
ノ
基
礎
ニ
依
リ
海
戦
ニ
適
用
ス
ル
コ
ト

第
六

　
前
項
同
一
ノ
理
由
ニ
ヨ
リ
海
戦
中
及
海
戦
後
ニ
於
テ
遭
難
者
救
助
ニ
従
事
ス
ル
船
舶
若
ク
ハ
端
艇
ニ
中
立
権
ヲ
許
与
ス
ル
コ

ト第
七

　
千
八
百
七
十
四
年
比
律
悉
〔
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
〕
ノ
万
国
会
議
ノ
成
案
ニ
シ
テ
今
日
ニ
至
ル
モ
未
タ
各
国
ノ
批
准
ヲ
経
サ
ル
戦

時
ノ
法
律
慣
例
ニ
関
ス
ル
宣
言
書
ヲ
改
正
ス
ル
コ
ト

第
八

　
国
ト
国
ト
ノ
交
戦
ヲ
予
防
ス
ル
目
的
ニ
於
ケ
ル
厚
意
幇
助
居
中
調
停
自
由
仲
裁
ノ
精
神
ヲ
共
諾
シ
之
ヲ
実
施
ス
ル
ノ
方
法
ト

一
様
ノ
手
続
ヲ
協
定
ス
ル
コ
ト

（
31
）

）
七
七
二
（



第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

九
三

た
め
に
以
下
の
八
つ
の
議
題
を
示
し
た

（
30
）

。

第
一

　
或
ル
一
定
ノ
期
限
間
ハ
陸
海
軍
ノ
現
数
及
其
ノ
経
費
ノ
額
ヲ
増
加
セ
サ
ル
件
ニ
関
ス
ル
協
定
ヲ
為
シ
且
将
来
ニ
於
テ
現
今
ノ

兵
数
及
経
費
ヲ
減
少
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ
方
法
ヲ
予
メ
講
究
ス
ル
コ
ト

第
二

　
陸
海
軍
ニ
於
テ
新
発
明
ノ
火
器
及
爆
裂
薬
若
ク
ハ
現
今
大
砲
及
小
銃
ニ
使
用
ス
ル
火
薬
ヨ
リ
一
層
強
烈
ナ
ル
新
火
薬
ノ
使
用

ヲ
禁
止
ス
ル
コ
ト

第
三

　
現
在
非
常
ナ
ル
強
力
ヲ
有
ス
ル
爆
裂
薬
ヲ
野
戦
ニ
使
用
ス
ル
ノ
制
限
ヲ
定
メ
且
気
球
ヨ
リ
弾
丸
若
ク
ハ
爆
裂
薬
ヲ
投
下
シ
又

ハ
他
ノ
類
似
ノ
方
法
ヲ
以
テ
之
ヲ
投
ス
ル
ヲ
禁
止
ス
ル
コ
ト

第
四

　
海
戦
ニ
於
テ
水
底
水
雷
艇
若
ク
ハ
潜
水
々
雷
艇
或
ハ
他
ノ
類
似
ノ
破
壊
器
ノ
使
用
ヲ
禁
シ
今
後
ハ
衝
角
附
軍
艦
ヲ
製
造
セ
サ

ル
コ
ト
ヲ
約
定
ス
ル
コ
ト

第
五

　
千
八
百
六
十
四
年
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
」
条
約
ノ
条
項
ヲ
千
八
百
六
十
八
年
追
加
条
約
ノ
基
礎
ニ
依
リ
海
戦
ニ
適
用
ス
ル
コ
ト

第
六

　
前
項
同
一
ノ
理
由
ニ
ヨ
リ
海
戦
中
及
海
戦
後
ニ
於
テ
遭
難
者
救
助
ニ
従
事
ス
ル
船
舶
若
ク
ハ
端
艇
ニ
中
立
権
ヲ
許
与
ス
ル
コ

ト第
七

　
千
八
百
七
十
四
年
比
律
悉
〔
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
〕
ノ
万
国
会
議
ノ
成
案
ニ
シ
テ
今
日
ニ
至
ル
モ
未
タ
各
国
ノ
批
准
ヲ
経
サ
ル
戦

時
ノ
法
律
慣
例
ニ
関
ス
ル
宣
言
書
ヲ
改
正
ス
ル
コ
ト

第
八

　
国
ト
国
ト
ノ
交
戦
ヲ
予
防
ス
ル
目
的
ニ
於
ケ
ル
厚
意
幇
助
居
中
調
停
自
由
仲
裁
ノ
精
神
ヲ
共
諾
シ
之
ヲ
実
施
ス
ル
ノ
方
法
ト

一
様
ノ
手
続
ヲ
協
定
ス
ル
コ
ト

（
31
）

）
七
七
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

九
四

こ
れ
ら
議
題
の
う
ち
、
第
一
～
第
四
は
軍
縮
、
第
五
～
第
七
は
戦
時
国
際
法
、
第
八
は
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
に
関
し
て
で
あ
っ

た
（
32
）

。
こ
れ
で
会
議
の
目
的
が
明
確
に
な
り
、
と
く
に
会
議
の
当
初
の
目
的
で
あ
り
、
か
つ
問
題
と
な
っ
た
軍
縮
に
つ
い
て
は
第
一
議
題
で

「
或
ル
一
定
ノ
期
限
間
ハ
陸
海
軍
ノ
現
数
及
其
ノ
経
費
ノ
額
ヲ
増
加
セ
サ
ル
件
ニ
関
ス
ル
協
定
ヲ
為
」
す
と
し
、
兵
力
と
軍
事
費
を
増
加

さ
せ
な
い
こ
と
に
合
意
す
る
目
的
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
た

（
33
）

。

第
一
回
総
会
議
は
一
八
九
九
年
五
月
一
八
日
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
誕
生
日
に
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
、
そ
の

後
、
同
年
七
月
二
九
日
の
第
一
〇
総
会
ま
で
、
一
〇
回
に
わ
た
り
総
会
が
開
催
さ
れ
た

（
34
）

。
参
加
国
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ア
ジ
ア
か
ら
は
清
国
、
日
本
、
ペ
ル
シ
ャ
、
シ
ャ
ム
の
四
カ
国
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
メ
キ
シ
コ
の
二
カ
国
、

計
二
六
カ
国
が
参
加
す
る
国
際
会
議
と
な
っ
た

（
35
）

。
藤
田
が
評
し
た
よ
う
に
「
当
時
と
し
て
は
未
曽
有
の
「
世
界
的
」
大
会
議
」
と
な
っ
た

の
で
あ
る

（
36
）

。

第
一
回
総
会
議
と
第
二
回
総
会
議
（
五
月
二
〇
日
）
は
、
第
一
回
総
会
義
で
事
務
局
と
書
記
局
の
構
成
が
決
定
さ
れ
た
以
外
は
、
開
会

の
辞
（
第
一
回
）、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
お
よ
び
ロ
シ
ア
皇
帝
の
声
明
の
朗
読
（
第
二
回
）
な
ど
、
儀
礼
的
で
あ
っ
た

（
37
）

。
た
だ
し
、
第
一
回
総
会

議
に
お
い
て
は
平
和
会
議
の
議
長
に
ロ
シ
ア
第
一
委
員
の
ド
・
ス
タ
ー
ル
（D

e S
taal

）
を
選
出
し
た
。
ま
た
、
第
二
回
総
会
議
に
お
い

て
は
、
議
事
の
進
行
の
た
め
に
議
題
に
即
し
た
委
員
会
を
置
く
こ
と
を
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
委
員
会
は
ロ
シ
ア
の
一
八
九
八
年

一
二
月
三
〇
日
付
第
二
回
回
章
の
う
ち
第
一
か
ら
第
四
ま
で
（
軍
縮
）、
第
二
委
員
会
は
第
五
か
ら
第
七
ま
で
（
戦
時
国
際
法
）、
第
三
委
員

会
は
第
八
（
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
）
に
つ
い
て
権
限
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る

（
38
）

。
第
三
回
総
会
議
は
一
八
九
九
年
五
月
二
三

日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
主
に
委
員
お
よ
び
委
員
会
の
事
務
局
が
選
出
さ
れ
た
が
、
第
一
委
員
会
議
長
は
ベ
ル
ギ
ー
の
ベ
ー
ル
ナ
ー

ル
ト
（A

.B
eernaert

）、
第
二
委
員
会
議
長
は
ロ
シ
ア
の
ド
・
マ
ル
テ
ン
ス
（de M

artens

）、
第
三
委
員
会
委
員
長
は
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル

）
七
七
二
（

第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

九
五

ジ
ョ
ア
（L

éon B
ourgeois

）
に
決
定
し
た

（
39
）

。
以
上
、
第
二
回
と
第
三
回
総
会
議
で
各
委
員
会
の
権
限
の
範
囲
と
委
員
が
決
定
さ
れ
、
以
降
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
平
和
会
議
の
議
題
が
議
論
さ
れ
た
。

第
四
回
総
会
議
は
第
三
回
総
会
議
か
ら
約
一
カ
月
後
の
六
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
第
二
委
員
会
で
討
議
さ
れ
た

「「
ジ
ェ
ネ
ヴ
ァ
」
条
約
ノ
原
則
ヲ
海
戦
ニ
応
用
ス
ル
条
約
」
に
関
す
る
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
条
文
一
〇
カ
条
が
可
決
さ
れ
た

（
40
）

。
第
五
回

総
会
議
は
七
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
。
前
回
に
続
き
第
五
回
総
会
議
も
お
も
に
第
二
委
員
会
の
検
討
事
項
で
あ
る
戦
時
国
際
法
を
取
り

扱
っ
た
。
一
八
七
四
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
会
議
で
は
「
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
宣
言
」
が
可
決
さ
れ
た
が
、
第
二
委
員
会
に
お
い
て

こ
れ
を
も
と
に
六
〇
条
か
ら
な
る
条
約
案
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
が
本
総
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た

（
41
）

。
ま
た
、
中
立
国
の
権
利
義
務
お
よ
び

防
御
の
な
い
港
湾
並
び
に
海
浜
の
市
府
、
村
落
を
軍
艦
か
ら
砲
撃
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
平
和
会
議
の
議
題
と
す
る
こ
と
と
し

た
（
42
）

。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
関
し
て
は
、
ス
イ
ス
政
府
が
近
い
将
来
に
条
約
の
改
正
を
発
議
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
、
可
決
し
た

（
43
）

。

第
六
回
総
会
議
は
七
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
、
第
二
委
員
会
が
扱
う
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
関
し
て
報
告
も
あ
っ
た
が
、
大
部
分
は
第
一

委
員
会
が
取
り
扱
う
軍
縮
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
第
一
委
員
会
の
報
告
書
が
可
決
さ
れ
、
軍
備
の
縮
小
に
つ
い
て
は
事
実
上
否

決
さ
れ
た
も
の
の
、
特
定
兵
器
の
禁
止
を
定
め
た
宣
言
は
採
択
さ
れ
た

（
44
）

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

第
七
回
総
会
議
は
七
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
お
も
に
第
三
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
が
討
議
さ

れ
た
。
そ
し
て
同
委
員
会
の
報
告
書
が
可
決
さ
れ
、
ま
た
、
本
文
五
七
条
か
ら
な
る
「
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
条
約
」
が
採
択
さ
れ
た

（
45
）

。

第
八
回
総
会
議
は
七
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
、
こ
こ
で
「
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
条
約
」
と
「「
ジ
ェ
ネ
ヴ
ァ
」
条
約
ノ
原
則
ヲ
海

戦
ニ
応
用
ス
ル
条
約
」、
そ
し
て
三
つ
の
宣
言
の
前
文
と
総
則
が
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
た

（
46
）

。
翌
日
七
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
回
総

会
議
で
は
、「
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
条
約
」
の
前
文
と
総
則
が
可
決
さ
れ
た

（
47
）

。

）
七
七
二
（



第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

九
五

ジ
ョ
ア
（L

éon B
ourgeois

）
に
決
定
し
た

（
39
）

。
以
上
、
第
二
回
と
第
三
回
総
会
議
で
各
委
員
会
の
権
限
の
範
囲
と
委
員
が
決
定
さ
れ
、
以
降
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
平
和
会
議
の
議
題
が
議
論
さ
れ
た
。

第
四
回
総
会
議
は
第
三
回
総
会
議
か
ら
約
一
カ
月
後
の
六
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
第
二
委
員
会
で
討
議
さ
れ
た

「「
ジ
ェ
ネ
ヴ
ァ
」
条
約
ノ
原
則
ヲ
海
戦
ニ
応
用
ス
ル
条
約
」
に
関
す
る
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
条
文
一
〇
カ
条
が
可
決
さ
れ
た

（
40
）

。
第
五
回

総
会
議
は
七
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
。
前
回
に
続
き
第
五
回
総
会
議
も
お
も
に
第
二
委
員
会
の
検
討
事
項
で
あ
る
戦
時
国
際
法
を
取
り

扱
っ
た
。
一
八
七
四
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
会
議
で
は
「
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
宣
言
」
が
可
決
さ
れ
た
が
、
第
二
委
員
会
に
お
い
て

こ
れ
を
も
と
に
六
〇
条
か
ら
な
る
条
約
案
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
が
本
総
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た

（
41
）

。
ま
た
、
中
立
国
の
権
利
義
務
お
よ
び

防
御
の
な
い
港
湾
並
び
に
海
浜
の
市
府
、
村
落
を
軍
艦
か
ら
砲
撃
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
平
和
会
議
の
議
題
と
す
る
こ
と
と
し

た
（
42
）

。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
関
し
て
は
、
ス
イ
ス
政
府
が
近
い
将
来
に
条
約
の
改
正
を
発
議
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
、
可
決
し
た

（
43
）

。

第
六
回
総
会
議
は
七
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
、
第
二
委
員
会
が
扱
う
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
関
し
て
報
告
も
あ
っ
た
が
、
大
部
分
は
第
一

委
員
会
が
取
り
扱
う
軍
縮
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
第
一
委
員
会
の
報
告
書
が
可
決
さ
れ
、
軍
備
の
縮
小
に
つ
い
て
は
事
実
上
否

決
さ
れ
た
も
の
の
、
特
定
兵
器
の
禁
止
を
定
め
た
宣
言
は
採
択
さ
れ
た

（
44
）

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

第
七
回
総
会
議
は
七
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
お
も
に
第
三
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
が
討
議
さ

れ
た
。
そ
し
て
同
委
員
会
の
報
告
書
が
可
決
さ
れ
、
ま
た
、
本
文
五
七
条
か
ら
な
る
「
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
条
約
」
が
採
択
さ
れ
た

（
45
）

。

第
八
回
総
会
議
は
七
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
、
こ
こ
で
「
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
条
約
」
と
「「
ジ
ェ
ネ
ヴ
ァ
」
条
約
ノ
原
則
ヲ
海

戦
ニ
応
用
ス
ル
条
約
」、
そ
し
て
三
つ
の
宣
言
の
前
文
と
総
則
が
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
た

（
46
）

。
翌
日
七
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
回
総

会
議
で
は
、「
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
条
約
」
の
前
文
と
総
則
が
可
決
さ
れ
た

（
47
）

。

）
七
七
二
（
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第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
最
後
の
総
会
議
で
あ
り
、
閉
会
式
で
も
あ
っ
た
第
一
〇
回
総
会
議
は
、
七
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
。
会

議
は
一
〇
時
に
開
会
さ
れ
、
最
終
決
議
書
と
、
前
述
の
三
条
約
と
三
宣
言
の
調
印
が
行
わ
れ
て
い
る
間
、
い
っ
た
ん
中
断
し
、
一
五
時
に

再
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
調
印
表
が
朗
読
さ
れ
た
後
、
会
議
に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
ロ
ー
マ
教
皇
へ
の
オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
書
簡
と
教

皇
か
ら
の
返
書
が
朗
読
さ
れ
、
そ
の
後
、
議
長
ド
・
ス
タ
ー
ル
の
演
説
な
ど
の
の
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
外
務
大
臣
ド
・
ボ
ー
フ
ォ
ー
ル
の
演
説

を
も
っ
て
、「
満
場
大
喝
采
」
で
閉
会
し
た

（
48
）

。

第
一
〇
回
総
会
議
の
開
催
日
で
あ
る
七
月
二
九
日
に
調
印
さ
れ
た
「
万
国
平
和
会
議
最
終
決
議
書
」
に
は
、
ま
ず
参
加
各
国
の
委
員
の

リ
ス
ト
と
三
条
約
と
三
宣
言
の
採
択
が
示
さ
れ
た
後
、
軍
縮
に
関
す
る
決
議
が
掲
載
さ
れ
た

（
49
）

。
そ
し
て
、
六
分
野
に
お
い
て
今
後
の
進
展

あ
る
い
は
次
回
の
平
和
会
議
で
の
審
議
を
望
む
「
希
望
」
が
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
言
及
し
た

（
50
）

。
最
後
に
、
全
参
加
国
の
調
印
、

そ
し
て
そ
の
後
に
、
三
条
約
と
三
宣
言
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
た

（
51
）

。

条
約
は
順
調
に
批
准
さ
れ
、
一
八
九
九
年
九
月
四
日
の
時
点
で
批
准
書
を
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
寄
託
し
た
の
は
、「
国
際
紛
争
平
和
的
処

理
条
約
」
に
つ
い
て
は
一
七
カ
国
、「
陸
戦
ノ
法
規
慣
例
ニ
関
ス
ル
条
約
」
に
つ
い
て
は
一
五
カ
国
、「「
ジ
ェ
ネ
ヴ
ァ
」
条
約
ノ
原
則
ヲ

海
戦
ニ
応
用
ス
ル
条
約
」
に
つ
い
て
は
一
七
カ
国
、「
軽
気
球
等
ヨ
リ
投
射
物
爆
裂
物
投
下
禁
止
ノ
宣
言
」
に
つ
い
て
は
一
六
カ
国
、「
毒

質
瓦
斯
散
布
ヲ
目
的
ト
ス
ル
投
射
物
使
用
禁
止
ノ
宣
言
」
に
つ
い
て
は
一
五
カ
国
、「
人
体
内
ニ
入
リ
容
易
ニ
開
展
シ
又
ハ
扁
平
ト
ナ
ル

ヘ
キ
弾
丸
使
用
禁
止
ノ
宣
言
」
に
つ
い
て
は
一
四
カ
国
と
、
二
六
カ
国
の
参
加
国
の
多
く
が
早
い
時
期
に
批
准
し
た
こ
と
が
わ
か
る

（
52
）

。

こ
の
よ
う
に
、
三
条
約
と
三
宣
言
が
最
終
的
に
平
和
会
議
で
作
成
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
当
時
と
し
て
は
藤
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
未

曾
有
」
で
あ
っ
た

（
53
）

。
以
上
が
、
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
概
要
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
会
議
の
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
軍
縮
に
つ
い

て
見
て
み
た
い
。

）
七
七
二
（

第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

九
七

四
　
軍
縮

平
和
会
議
で
は
、
前
述
の
と
お
り
第
一
委
員
会
が
軍
縮
を
検
討
し
た
。
ロ
シ
ア
の
第
二
回
回
章
に
お
い
て
は
八
つ
の
具
体
的
な
提
案
が

な
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
第
一
か
ら
第
四
提
案
が
軍
縮
と
関
連
し
て
い
た
た
め
、
第
一
委
員
会
で
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以

下
、
ロ
シ
ア
が
当
初
提
案
し
た
軍
縮
と
、
特
定
の
武
器
の
禁
止
に
関
す
る
軍
縮
に
分
け
て
概
観
す
る
。

㈠

　軍
備
縮
小

一
八
九
九
年
六
月
二
三
日
、
第
一
委
員
会
の
会
合
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
陸
軍
委
員
の
ジ
リ
ン
ス
キ
ー
（G

ilinsky

）
大
佐
は
以
下
の
提

案
を
お
こ
な
っ
た
。

第
一
、
母
国
（
殖
民
地
ニ
対
シ
母
国
ト
云
フ
）
内
ノ
平
時
陸
軍
常
備
兵
員
ヲ
向
フ
五
ヵ
年
間
増
加
セ
ザ
ル
列
国
協
定
ヲ
締
結
ス
ル
事

第
二
、
右
ノ
協
定
ヲ
ム
ス
フ
ニ
至
ラ
ハ
可
成
各
国
ニ
其
殖
民
地
駐
屯
ノ
モ
ノ
ヲ
除
キ
平
時
陸
軍
常
備
兵
ノ
員
数
ヲ
一
定
ス
ル
事

第
三
、
同
年
期
間
実
際
ノ
陸
軍
予
算
額
ヲ
高
メ
サ
ル
コ
ト

（
54
）

ま
た
、
ロ
シ
ア
海
軍
委
員
の
シ
エ
ー
ヌ
（S

chéine

）
大
佐
は
海
軍
に
関
し
て
、
以
下
の
提
案
を
お
こ
な
っ
た
。

三
年
間
海
軍
予
算
額
ヲ
高
メ
サ
ル
事
及
同
期
間
予
メ
左
ノ
事
項
ヲ
告
知
ス
ル
約
束
ヲ
以
テ
三
年
間
ノ
海
軍
予
算
額
ヲ
一
定
ス
ル
事
ヲ

）
七
七
二
（



第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

九
七

四
　
軍
縮

平
和
会
議
で
は
、
前
述
の
と
お
り
第
一
委
員
会
が
軍
縮
を
検
討
し
た
。
ロ
シ
ア
の
第
二
回
回
章
に
お
い
て
は
八
つ
の
具
体
的
な
提
案
が

な
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
第
一
か
ら
第
四
提
案
が
軍
縮
と
関
連
し
て
い
た
た
め
、
第
一
委
員
会
で
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以

下
、
ロ
シ
ア
が
当
初
提
案
し
た
軍
縮
と
、
特
定
の
武
器
の
禁
止
に
関
す
る
軍
縮
に
分
け
て
概
観
す
る
。

㈠

　軍
備
縮
小

一
八
九
九
年
六
月
二
三
日
、
第
一
委
員
会
の
会
合
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
陸
軍
委
員
の
ジ
リ
ン
ス
キ
ー
（G

ilinsky

）
大
佐
は
以
下
の
提

案
を
お
こ
な
っ
た
。

第
一
、
母
国
（
殖
民
地
ニ
対
シ
母
国
ト
云
フ
）
内
ノ
平
時
陸
軍
常
備
兵
員
ヲ
向
フ
五
ヵ
年
間
増
加
セ
ザ
ル
列
国
協
定
ヲ
締
結
ス
ル
事

第
二
、
右
ノ
協
定
ヲ
ム
ス
フ
ニ
至
ラ
ハ
可
成
各
国
ニ
其
殖
民
地
駐
屯
ノ
モ
ノ
ヲ
除
キ
平
時
陸
軍
常
備
兵
ノ
員
数
ヲ
一
定
ス
ル
事

第
三
、
同
年
期
間
実
際
ノ
陸
軍
予
算
額
ヲ
高
メ
サ
ル
コ
ト

（
54
）

ま
た
、
ロ
シ
ア
海
軍
委
員
の
シ
エ
ー
ヌ
（S

chéine

）
大
佐
は
海
軍
に
関
し
て
、
以
下
の
提
案
を
お
こ
な
っ
た
。

三
年
間
海
軍
予
算
額
ヲ
高
メ
サ
ル
事
及
同
期
間
予
メ
左
ノ
事
項
ヲ
告
知
ス
ル
約
束
ヲ
以
テ
三
年
間
ノ
海
軍
予
算
額
ヲ
一
定
ス
ル
事
ヲ

）
七
七
二
（
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合
意
ス
ル
事

其
一
、
製
造
中
ニ
在
ル
軍
艦
ノ
噸
数

　
但
シ
船
艦
ノ
種
類
ヲ
詳
示
ス
ル
事
ヲ
要
セ
ズ

其
二
、
海
軍
士
官
及
水
平
ノ
員
数

其
三
、
砲
塞
、
造
船
所
、
武
庫
等
ノ
如
キ
軍
港
事
業
ノ
費
額

（
55
）

陸
軍
に
つ
い
て
は
五
年
間
の
兵
員
の
維
持
と
予
算
額
の
維
持
、
海
軍
に
お
い
て
は
三
年
間
の
予
算
額
の
維
持
と
い
う
、
斬
新
な
ロ
シ
ア

の
提
案
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
各
国
の
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
六
月
二
四
日
の
会
議
で
は
、
陸
軍
議
案
に
対
し
て
は
ド
イ
ツ
代
表
が
、

海
軍
議
案
に
つ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
代
表
な
ど
が
反
対
を
表
明
し
た
た
め
、
二
つ
の
案
を
審
査
委
員
に
付
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
56
）

。
な
お
、

日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
阪
本
俊
篤
海
軍
大
佐
は
こ
の
会
議
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ホ
フ

（D
e G

ross de S
chw

arzhoff

）
大
佐
は
軍
備
過
重
が
む
し
ろ
人
民
の
資
産
を
富
ま
せ
、
ま
た
、
徴
兵
義
務
を
人
民
は
喜
ん
で
愛
国
的
義
務
と

し
て
受
け
入
れ
て
い
る
と
発
言
、「
軍
備
制
限
案
ヲ
其
精
神
ノ
根
本
ヨ
リ
破
砕
シ
去
リ
按
ヲ
シ
テ
顔
色
ナ
キ
ニ
至
ラ
シ
メ
タ
」
と
い
う

（
57
）

。

坂
本
は
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ホ
フ
大
佐
の
演
説
は
「
平
和
会
議
ノ
精
神
ヲ
其
根
本
ヨ
リ
破
壊
シ
去
リ
タ
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
皇
帝
の
平
和

会
議
へ
の
賛
同
の
勅
語
に
も
矛
盾
し
て
い
る
と
、
厳
し
く
批
判
し
た

（
58
）

。

そ
し
て
、
審
査
委
員
会
が
審
査
し
た
結
果
、
ロ
シ
ア
の
提
案
を
受
理
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
結
論
に
達
し
、
六
月
三
〇
日
の
第
一

委
員
会
に
お
い
て
、
こ
の
報
告
は
ロ
シ
ア
を
除
き
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た

（
59
）

。
ま
た
、
海
軍
に
関
す
る
提
案
に
つ
い
て
も
同
様
の
結
果
と

な
っ
た

（
60
）

。
会
議
の
委
員
で
あ
っ
た
日
本
の
林
薫
公
使
は
青
木
周
蔵
外
務
大
臣
へ
の
報
告
の
な
か
で
、「
要
ス
ル
ニ
露
国
政
府
ノ
軍
備
緊
縮

）
七
二
二
（

第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

九
九

ノ
議
案
ニ
対
シ
テ
ハ
異
論
百
出
シ
テ
到
底
適
当
ノ
解
釈
望
ミ
難
ク
終
ニ
最
モ
婉
曲
ノ
言
辞
ヲ
附
シ
テ
否
認
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
至
リ
候
」
と
状
況

を
説
明
し
た

（
61
）

。

第
一
委
員
会
に
お
い
て
は
、
七
月
二
〇
日
に
第
一
委
員
会
報
告
書
が
可
決
さ
れ
た
が
、
陸
海
軍
の
兵
数
と
軍
事
予
算
を
一
定
に
す
る
件

に
つ
い
て
は
、
前
述
の
審
査
委
員
会
の
結
論
に
言
及
し
、
各
々
の
列
国
政
府
が
こ
れ
に
つ
い
て
「
考
究
」
を
始
め
る
こ
と
を
望
む
、
と
す

る
に
と
ど
ま
っ
た

（
62
）

。
も
っ
と
も
、
軍
備
の
制
限
に
つ
い
て
は
「
重
大
ナ
ル
注
意
ヲ
喚
起
ス
ル
ヲ
要
ス
ト
ノ
観
念
」
が
第
一
委
員
会
で
著
し

い
活
動
を
お
こ
し
た
た
め
、「
本
委
員
会
ハ
現
今
世
界
ノ
重
累
タ
ル
軍
備
ノ
負
担
ヲ
制
限
ス
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
人
類
ノ
有
形
的
及
無
形
的
福

祉
ヲ
増
進
セ
ム
カ
為
メ
大
ニ
望
ム
ヘ
キ
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ヲ
認
ム
」
と
い
う
決
議
を
全
会
一
致
で
本
会
議
に
提
案
す
る
こ
と
と
し
た

（
63
）

。
そ
し

て
、
こ
れ
は
本
会
議
で
全
会
一
致
で
決
定
さ
れ
、
最
終
議
定
書
に
ほ
ぼ
同
様
の
文
言
で
盛
り
込
ま
れ
た

（
64
）

。

最
後
に
、
海
軍
予
算
額
を
三
年
間
一
定
に
す
る
と
い
う
ロ
シ
ア
の
提
案
に
つ
い
て
も
、
各
国
が
研
究
す
る
こ
と
に
収
ま
っ
た

（
65
）

。

㈡

　特
定
兵
器
の
禁
止

第
一
委
員
会
に
お
い
て
は
、
七
月
二
〇
日
に
第
一
委
員
会
報
告
書
が
可
決
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
お
も
に
ロ
シ
ア
が
提
案
し
た
八
つ
の
議

題
の
う
ち
の
第
二
か
ら
第
四
提
案
、
す
な
わ
ち
特
定
の
兵
器
の
制
限
案
に
つ
い
て
で
あ
っ
た

（
66
）

。
こ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
陸
軍
と
艦
隊
に

関
す
る
二
つ
の
分
科
会
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
分
科
会
の
審
査
は
以
下
の
三
点
に
帰
着
し
た

（
67
）

。
す
な
わ
ち
、
㈠
「
軽
気
球
上
ヨ
リ
又
ハ

之
ニ
類
似
シ
タ
ル
新
ナ
ル
他
ノ
方
法
ニ
依
リ
投
射
物
及
爆
裂
物
ヲ
投
下
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
止
ス
ル
コ
ト
」（
た
だ
し
、
継
続
期
間
を
五
年
間
と
す

る
）、
㈡
「
窒
息
セ
シ
ム
ヘ
キ
瓦
斯
又
ハ
有
毒
質
ノ
瓦
斯
ヲ
散
布
ス
ル
ヲ
唯
一
ノ
目
的
ト
ス
ル
投
射
物
ノ
使
用
ヲ
各
自
ニ
禁
止
ス
ル
コ
ト
」、

㈢
「
外
包
硬
固
ナ
ル
弾
丸
ニ
シ
テ
其
ノ
外
包
中
心
ノ
全
部
ヲ
蓋
包
セ
ス
若
ハ
其
ノ
外
包
二
截
刻
ヲ
施
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
キ
人
体
ニ
入
テ
容

）
七
二
一
（



第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

九
九

ノ
議
案
ニ
対
シ
テ
ハ
異
論
百
出
シ
テ
到
底
適
当
ノ
解
釈
望
ミ
難
ク
終
ニ
最
モ
婉
曲
ノ
言
辞
ヲ
附
シ
テ
否
認
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
至
リ
候
」
と
状
況

を
説
明
し
た

（
61
）

。

第
一
委
員
会
に
お
い
て
は
、
七
月
二
〇
日
に
第
一
委
員
会
報
告
書
が
可
決
さ
れ
た
が
、
陸
海
軍
の
兵
数
と
軍
事
予
算
を
一
定
に
す
る
件

に
つ
い
て
は
、
前
述
の
審
査
委
員
会
の
結
論
に
言
及
し
、
各
々
の
列
国
政
府
が
こ
れ
に
つ
い
て
「
考
究
」
を
始
め
る
こ
と
を
望
む
、
と
す

る
に
と
ど
ま
っ
た

（
62
）

。
も
っ
と
も
、
軍
備
の
制
限
に
つ
い
て
は
「
重
大
ナ
ル
注
意
ヲ
喚
起
ス
ル
ヲ
要
ス
ト
ノ
観
念
」
が
第
一
委
員
会
で
著
し

い
活
動
を
お
こ
し
た
た
め
、「
本
委
員
会
ハ
現
今
世
界
ノ
重
累
タ
ル
軍
備
ノ
負
担
ヲ
制
限
ス
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
人
類
ノ
有
形
的
及
無
形
的
福

祉
ヲ
増
進
セ
ム
カ
為
メ
大
ニ
望
ム
ヘ
キ
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ヲ
認
ム
」
と
い
う
決
議
を
全
会
一
致
で
本
会
議
に
提
案
す
る
こ
と
と
し
た

（
63
）

。
そ
し

て
、
こ
れ
は
本
会
議
で
全
会
一
致
で
決
定
さ
れ
、
最
終
議
定
書
に
ほ
ぼ
同
様
の
文
言
で
盛
り
込
ま
れ
た

（
64
）

。

最
後
に
、
海
軍
予
算
額
を
三
年
間
一
定
に
す
る
と
い
う
ロ
シ
ア
の
提
案
に
つ
い
て
も
、
各
国
が
研
究
す
る
こ
と
に
収
ま
っ
た

（
65
）

。

㈡

　特
定
兵
器
の
禁
止

第
一
委
員
会
に
お
い
て
は
、
七
月
二
〇
日
に
第
一
委
員
会
報
告
書
が
可
決
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
お
も
に
ロ
シ
ア
が
提
案
し
た
八
つ
の
議

題
の
う
ち
の
第
二
か
ら
第
四
提
案
、
す
な
わ
ち
特
定
の
兵
器
の
制
限
案
に
つ
い
て
で
あ
っ
た

（
66
）

。
こ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
陸
軍
と
艦
隊
に

関
す
る
二
つ
の
分
科
会
が
結
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
分
科
会
の
審
査
は
以
下
の
三
点
に
帰
着
し
た

（
67
）

。
す
な
わ
ち
、
㈠
「
軽
気
球
上
ヨ
リ
又
ハ

之
ニ
類
似
シ
タ
ル
新
ナ
ル
他
ノ
方
法
ニ
依
リ
投
射
物
及
爆
裂
物
ヲ
投
下
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
止
ス
ル
コ
ト
」（
た
だ
し
、
継
続
期
間
を
五
年
間
と
す

る
）、
㈡
「
窒
息
セ
シ
ム
ヘ
キ
瓦
斯
又
ハ
有
毒
質
ノ
瓦
斯
ヲ
散
布
ス
ル
ヲ
唯
一
ノ
目
的
ト
ス
ル
投
射
物
ノ
使
用
ヲ
各
自
ニ
禁
止
ス
ル
コ
ト
」、

㈢
「
外
包
硬
固
ナ
ル
弾
丸
ニ
シ
テ
其
ノ
外
包
中
心
ノ
全
部
ヲ
蓋
包
セ
ス
若
ハ
其
ノ
外
包
二
截
刻
ヲ
施
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
キ
人
体
ニ
入
テ
容

）
七
二
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

一
〇
〇

易
ニ
開
展
シ
又
ハ
扁
平
ト
為
ル
ヘ
キ
弾
丸
ノ
使
用
ヲ
各
自
ニ
禁
止
ス
ル
コ
ト
」
で
あ
っ
た

（
68
）

。
第
一
委
員
会
は
㈠
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
、

㈡
に
つ
い
て
は
賛
成
一
七
、
反
対
二
（
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）、
㈢
に
つ
い
て
は
賛
成
一
六
、
反
対
二
（
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
）、
棄
権
一
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
で
可
決
し
、
本
会
議
に
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
と
く
に
小
銃
と
海
軍
用
の
大
砲
に
つ

い
て
は
、
各
国
が
問
題
を
研
究
し
、
次
回
の
平
和
会
議
で
こ
の
問
題
を
確
定
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
し
た

（
69
）

。

こ
の
報
告
書
を
う
け
て
第
六
回
総
会
議
で
は
、
㈠
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
㈡
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
イ

ギ
リ
ス
の
二
カ
国
の
反
対
を
除
き
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た

（
70
）

。
他
方
㈢
に
つ
い
て
は
、
反
対
と
賛
成
す
る
代
表
に
よ
る
議
論
の
応
酬
が

あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
（W
illiam

 C
rozier

）
大
尉
は
、
一
八
六
八
年
の
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
ブ
ル
グ
宣
言
で

す
で
に
不
必
要
な
苦
痛
を
与
え
る
爆
裂
弾
を
禁
止
し
し
て
お
り
、
こ
の
提
案
は
こ
れ
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
修
正
案

を
提
出
し
た

（
71
）

。
ま
た
、「
ダ
ム
ダ
ム
弾
」
が
残
酷
な
兵
器
で
あ
る
と
い
う
証
拠
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
し
、
も
し
そ
の
よ
う
な
証
拠
が

明
白
に
示
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
を
禁
止
す
べ
き
だ
が
、
も
し
証
拠
も
な
く
こ
れ
を
禁
止
し
た
ら
、「
国
民
ノ
激
昂
ヲ
招
」
く
で
あ
ろ
う
と
述

べ
た

（
72
）

。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ポ
ー
ン
ス
フ
ッ
ト
（S

ir Julian P
auncefote

）
も
右
の
修
正
案
に
賛
成
の
意
を
示

し
た

（
73
）

。
こ
れ
に
対
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ン
・
ベ
ー
ル
・
ポ
ー
ル
チ
ュ
ゲ
ー
ル
（J.C

.C
. D

en B
eer P

oortugael

）
は
、
㈢
の
提
案
は
ダ
ム
ダ
ム

弾
を
排
斥
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た

（
74
）

。
次
に
ロ
シ
ア
の
ジ
リ
ン
ス
キ
ー
大
佐
は
、
㈢
の
提
案
は
ダ
ム
ダ
ム
弾
を
明
記
せ
ず
、
ど
の

よ
う
な
種
類
の
兵
器
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
は
、
各
国
に
判
断
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
と
し
た

（
75
）

。
一
八
六
八
年
の
セ
ン
ト
・
ピ
ー
タ
ー
ス
ブ
ル

グ
宣
言
は
既
存
の
兵
器
を
禁
止
し
た
の
で
あ
り
、
今
回
も
既
に
製
造
さ
れ
た
あ
る
種
の
弾
丸
の
使
用
を
禁
止
し
う
る
こ
と
を
望
み
、
将
来

発
明
さ
れ
る
兵
器
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
に
こ
れ
を
禁
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た

（
76
）

。
そ
の
後
、
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
修
正
案
を
採
決
す
る

）
七
二
七
（

第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

一
〇
一

か
ど
う
か
で
委
員
の
間
で
応
酬
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
修
正
案
の
優
先
的
採
決
は
否
決
さ
れ
、
委
員
会
の
原
案
が
反
対
二
（
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
イ
ギ
リ
ス
）、
棄
権
一
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
を
除
き
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た

（
77
）

。

㈢

　軍
縮
に
関
す
る
評
価

軍
備
縮
小
は
失
敗
で
あ
っ
た
。
上
述
の
と
お
り
第
一
委
員
会
は
、
第
六
総
会
に
報
告
書
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
、
陸
軍
の
兵
力

と
軍
事
予
算
を
五
年
間
凍
結
し
、
海
軍
の
予
算
額
に
つ
い
て
も
三
年
間
凍
結
す
る
と
い
う
ロ
シ
ア
の
提
案
は
採
用
さ
れ
ず
、
こ
れ
は
「
列

国
政
府
ノ
考
量
ニ
付
シ
列
国
政
府
ニ
於
テ
若
シ
之
ヲ
有
益
ナ
リ
ト
セ
ハ
其
ノ
他
ノ
提
議
ト
共
ニ
自
ラ
研
究
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ナ
」
し
た

（
78
）

。
軍

備
縮
小
は
各
国
に
ゆ
だ
ね
た
形
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
こ
の
件
が
進
展
し
な
か
っ
た
の
は
明
白
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
第
一
回
平
和
会
議
に
お
け
る
軍
備
縮
小
に
関
し
て
何
人
か
の
意
見
を
挙
げ
て
み
た
い
。
ヒ
ギ
ン
ズ
（A

. P
earson H

iggins

）

は
ま
ず
、
軍
備
そ
れ
自
体
が
戦
争
の
原
因
で
は
な
く
、
そ
れ
は
平
和
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た

（
79
）

。
国
家
が
感
じ
る
不
安
と
防

衛
力
の
増
強
は
、
道
徳
的
な
理
由
か
ら
生
じ
、
そ
れ
ら
は
国
際
的
な
信
頼
の
不
足
と
自
己
保
存
の
本
能
か
ら
生
じ
る

（
80
）

。
そ
し
て
、
軍
備
撤

廃
、
あ
る
い
は
軍
備
の
縮
小
で
さ
え
も
、
そ
れ
を
実
行
し
た
国
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
し
な
い
国
も
あ
る
と
き
に
生
じ
る
恐
怖
が
あ
る

限
り
は
、
実
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る

（
81
）

。

ホ
ブ
ソ
ン
（R

ichm
ond P

eason H
obson

）
は
軍
備
縮
小
に
関
し
て
、「
侵
略
的
で
は
な
い
国
（nonaggressive nations

）」
は
む
し
ろ
軍
備
、

と
く
に
海
軍
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
説
い
た

（
82
）

。
そ
し
て
、
当
時
の
状
況
で
は
軍
備
縮
小
は
「（
実
現
）
不
可
能
な
夢
」
で
あ
り
、

そ
れ
を
提
唱
す
る
こ
と
は
平
和
の
た
め
に
は
む
し
ろ
有
害
で
あ
る
と
し
、
ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
お
い
て
は
第
一
回
平
和
会
議
に
お
い
て
こ

の
よ
う
な
「
悪
い
影
響
」
が
「
幸
運
に
も
」
認
識
さ
れ
た
た
め
、
第
二
回
平
和
会
議
に
お
い
て
は
「
軍
備
縮
小
の
扇
動
」
は
最
小
限
に
抑

）
七
二
二
（



第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

一
〇
一

か
ど
う
か
で
委
員
の
間
で
応
酬
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
修
正
案
の
優
先
的
採
決
は
否
決
さ
れ
、
委
員
会
の
原
案
が
反
対
二
（
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
イ
ギ
リ
ス
）、
棄
権
一
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
を
除
き
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た

（
77
）

。

㈢

　軍
縮
に
関
す
る
評
価

軍
備
縮
小
は
失
敗
で
あ
っ
た
。
上
述
の
と
お
り
第
一
委
員
会
は
、
第
六
総
会
に
報
告
書
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
、
陸
軍
の
兵
力

と
軍
事
予
算
を
五
年
間
凍
結
し
、
海
軍
の
予
算
額
に
つ
い
て
も
三
年
間
凍
結
す
る
と
い
う
ロ
シ
ア
の
提
案
は
採
用
さ
れ
ず
、
こ
れ
は
「
列

国
政
府
ノ
考
量
ニ
付
シ
列
国
政
府
ニ
於
テ
若
シ
之
ヲ
有
益
ナ
リ
ト
セ
ハ
其
ノ
他
ノ
提
議
ト
共
ニ
自
ラ
研
究
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ナ
」
し
た

（
78
）

。
軍

備
縮
小
は
各
国
に
ゆ
だ
ね
た
形
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
こ
の
件
が
進
展
し
な
か
っ
た
の
は
明
白
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
、
第
一
回
平
和
会
議
に
お
け
る
軍
備
縮
小
に
関
し
て
何
人
か
の
意
見
を
挙
げ
て
み
た
い
。
ヒ
ギ
ン
ズ
（A

. P
earson H

iggins

）

は
ま
ず
、
軍
備
そ
れ
自
体
が
戦
争
の
原
因
で
は
な
く
、
そ
れ
は
平
和
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た

（
79
）

。
国
家
が
感
じ
る
不
安
と
防

衛
力
の
増
強
は
、
道
徳
的
な
理
由
か
ら
生
じ
、
そ
れ
ら
は
国
際
的
な
信
頼
の
不
足
と
自
己
保
存
の
本
能
か
ら
生
じ
る

（
80
）

。
そ
し
て
、
軍
備
撤

廃
、
あ
る
い
は
軍
備
の
縮
小
で
さ
え
も
、
そ
れ
を
実
行
し
た
国
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
し
な
い
国
も
あ
る
と
き
に
生
じ
る
恐
怖
が
あ
る

限
り
は
、
実
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る

（
81
）

。

ホ
ブ
ソ
ン
（R
ichm

ond P
eason H

obson

）
は
軍
備
縮
小
に
関
し
て
、「
侵
略
的
で
は
な
い
国
（nonaggressive nations

）」
は
む
し
ろ
軍
備
、

と
く
に
海
軍
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
説
い
た

（
82
）

。
そ
し
て
、
当
時
の
状
況
で
は
軍
備
縮
小
は
「（
実
現
）
不
可
能
な
夢
」
で
あ
り
、

そ
れ
を
提
唱
す
る
こ
と
は
平
和
の
た
め
に
は
む
し
ろ
有
害
で
あ
る
と
し
、
ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
お
い
て
は
第
一
回
平
和
会
議
に
お
い
て
こ

の
よ
う
な
「
悪
い
影
響
」
が
「
幸
運
に
も
」
認
識
さ
れ
た
た
め
、
第
二
回
平
和
会
議
に
お
い
て
は
「
軍
備
縮
小
の
扇
動
」
は
最
小
限
に
抑

）
七
二
二
（



日
本
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八
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七
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二
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二
〇
二
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年
九
月
）

一
〇
二

え
ら
れ
た
と
主
張
し
た

（
83
）

。
た
し
か
に
ホ
ブ
ソ
ン
の
主
張
の
と
お
り
、
第
二
回
平
和
会
議
に
お
い
て
は
軍
備
縮
小
は
主
要
議
題
に
な
ら
ず
、

軍
縮
問
題
に
割
り
当
て
ら
れ
た
委
員
会
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る

（
84
）

。

ウ
ェ
ッ
ブ
ス
タ
ー
（A

ndrew
 W

ebster

）
は
、
軍
備
縮
小
を
検
証
す
る
方
法
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
代
表
が
「
国
家
の
名
誉
」
を
、
ロ
シ

ア
代
表
が
条
約
締
約
国
の
「
信
義
誠
実
」
を
掲
げ
た
が
、
そ
れ
ら
は
効
果
的
な
検
証
方
法
で
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る

（
85
）

。
ま
た
、
軍
備

縮
小
を
実
現
す
る
た
め
に
、
建
造
計
画
の
あ
る
軍
艦
の
ト
ン
数
を
公
表
す
る
な
ど
の
信
頼
構
築
手
段
を
と
お
し
て
情
報
を
交
換
す
る
と
い

う
提
案
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
「
驚
く
に
は
値
し
な
い
が
」
濫
用
と
主
権
の
侵
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
、
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
86
）

。

以
上
の
意
見
か
ら
は
、
国
家
間
の
信
頼
の
構
築
が
難
し
い
の
は
当
然
と
し
て
、
信
頼
そ
の
も
の
が
非
常
に
難
し
い
、
あ
る
い
は
ほ
ぼ
不

可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
が
軍
備
縮
小
が
実
現
し
な
い
重
要
な
理
由
の
一
つ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ヒ
ギ
ン
ズ
の
主

張
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
他
国
へ
の
絶
対
的
な
信
頼
な
く
し
て
は
軍
備
縮
小
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ホ
ブ
ソ
ン
は
軍
事
的
に
弱

い
国
家
は
む
し
ろ
軍
拡
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
確
か
に
「
弱
小
国
」
に
し
て
み
れ
ば
、「
強
国
」
か
ら
侵
略
さ
れ
な
い
た

め
に
も
、
軍
備
を
整
備
す
る
こ
と
で
平
和
が
保
た
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ウ
ェ
ッ
ブ
ス
タ
ー
が
挙
げ
る
検
証
方
法
や
情
報
交
換
に

つ
い
て
も
、「
名
誉
」
や
「
信
義
誠
実
」
は
抽
象
的
で
あ
り
軍
備
縮
小
を
検
証
す
る
の
に
は
不
適
格
で
、
情
報
交
換
に
よ
る
信
頼
構
築
も

達
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
一
八
九
九
年
の
段
階
で
も
、
軍
備
縮
小
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ニ
コ
ラ
イ
二
世
が

軍
備
縮
小
を
目
的
と
し
た
会
議
を
呼
び
か
け
、
そ
れ
に
よ
り
二
六
カ
国
が
集
ま
る
平
和
会
議
が
開
催
さ
れ
た
意
義
は
あ
ろ
う
。
軍
備
縮
小

は
早
い
段
階
で
「
骨
抜
き
」
に
さ
れ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
参
加
各
国
の
代
表
は
、
全
般
的
に
は
軍
備
縮
小
に
好
意
的

で
あ
る
こ
と
は
、
最
終
決
議
書
の
な
か
に
あ
る
以
下
の
決
議
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

）
七
二
二
（

第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

一
〇
三

本
会
議
ハ
現
今
世
界
ノ
重
累
タ
ル
軍
備
ノ
負
担
ヲ
制
限
ス
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
人
類
ノ
有
形
的
及
無
形
的
福
祉
ヲ
増
進
セ
ム
カ
為
メ
大
ニ

望
ム
ヘ
キ
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ヲ
認
ム

（
87
）

前
述
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ホ
フ
大
佐
が
軍
拡
は
国
民
を
富
ま
せ
、
徴
兵
義
務
を
国
民
が
嬉
々
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
旨

の
発
言
を
し
た
が
、
こ
れ
は
極
端
な
例
で
あ
る
。
確
か
に
、
軍
備
縮
小
を
可
能
と
す
る
ほ
ど
の
国
家
間
の
信
頼
関
係
は
な
か
っ
た
が
、
少

な
く
と
も
、
軍
縮
を
目
的
と
し
た
会
議
を
お
こ
な
う
共
通
の
認
識
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
と
し
た
「
文
明
国
」
が
共
有
す
る
価
値
観
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

（
88
）

。
言
う
ま
で
も
な
く
、
と
く
に
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
し
て

み
る
と
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
、
あ
る
い
は
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
不
平
等
の
そ
し
り
は
免
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

共
通
の
価
値
観
の
も
と
、
平
時
に
お
い
て
軍
縮
の
た
め
に
開
催
が
提
案
さ
れ
た
国
際
会
議
が
実
際
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
評

価
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
特
定
兵
器
の
禁
止
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
成
功
し
た
。
ウ
ェ
ッ
ブ
ス
タ
ー
は
特
定
兵
器
の
禁
止
に
つ
い
て
、

「
最
終
的
に
具
体
的
な
成
果
が
得
ら
れ
た
唯
一
の
分
野
」
と
評
し
て
い
る

（
89
）

。
三
つ
の
宣
言
の
う
ち
、「
軽
気
球
等
ヨ
リ
投
射
物
爆
裂
物
投
下

禁
止
ノ
宣
言
」
は
す
で
に
歴
史
的
な
文
書
と
な
っ
た
。「
毒
質
瓦
斯
散
布
ヲ
目
的
ト
ス
ル
投
射
物
使
用
禁
止
ノ
宣
言
」
は
第
一
次
世
界
大

戦
に
毒
ガ
ス
の
使
用
を
防
げ
な
か
っ
た
が
、
一
九
二
五
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
毒
ガ
ス
議
定
書
に
よ
り
、
毒
ガ
ス
兵
器
は
そ
れ
以
降
、
お
お
む

ね
使
用
さ
れ
ず
に
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
人
体
内
ニ
入
リ
容
易
ニ
開
展
シ
又
ハ
扁
平
ト
ナ
ル
ヘ
キ
弾
丸
使
用
禁
止
ノ
宣
言
」
に

つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、「
ダ
ム
ダ
ム
弾
」
で
あ
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
り
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
現
在
で
は
「
ダ
ム
ダ
ム
弾
」

を
禁
止
し
た
宣
言
と
捉
え
ら
れ
て
い
る

（
90
）

。
軍
縮
は
一
般
的
に
、
軍
備
の
廃
絶
あ
る
い
は
縮
小
を
意
味
す
る
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
か

）
七
二
二
（



第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

一
〇
三

本
会
議
ハ
現
今
世
界
ノ
重
累
タ
ル
軍
備
ノ
負
担
ヲ
制
限
ス
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
人
類
ノ
有
形
的
及
無
形
的
福
祉
ヲ
増
進
セ
ム
カ
為
メ
大
ニ

望
ム
ヘ
キ
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ヲ
認
ム

（
87
）

前
述
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ホ
フ
大
佐
が
軍
拡
は
国
民
を
富
ま
せ
、
徴
兵
義
務
を
国
民
が
嬉
々
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
旨

の
発
言
を
し
た
が
、
こ
れ
は
極
端
な
例
で
あ
る
。
確
か
に
、
軍
備
縮
小
を
可
能
と
す
る
ほ
ど
の
国
家
間
の
信
頼
関
係
は
な
か
っ
た
が
、
少

な
く
と
も
、
軍
縮
を
目
的
と
し
た
会
議
を
お
こ
な
う
共
通
の
認
識
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
と
し
た
「
文
明
国
」
が
共
有
す
る
価
値
観
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

（
88
）

。
言
う
ま
で
も
な
く
、
と
く
に
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
し
て

み
る
と
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
、
あ
る
い
は
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
不
平
等
の
そ
し
り
は
免
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

共
通
の
価
値
観
の
も
と
、
平
時
に
お
い
て
軍
縮
の
た
め
に
開
催
が
提
案
さ
れ
た
国
際
会
議
が
実
際
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
評

価
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
特
定
兵
器
の
禁
止
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
成
功
し
た
。
ウ
ェ
ッ
ブ
ス
タ
ー
は
特
定
兵
器
の
禁
止
に
つ
い
て
、

「
最
終
的
に
具
体
的
な
成
果
が
得
ら
れ
た
唯
一
の
分
野
」
と
評
し
て
い
る

（
89
）

。
三
つ
の
宣
言
の
う
ち
、「
軽
気
球
等
ヨ
リ
投
射
物
爆
裂
物
投
下

禁
止
ノ
宣
言
」
は
す
で
に
歴
史
的
な
文
書
と
な
っ
た
。「
毒
質
瓦
斯
散
布
ヲ
目
的
ト
ス
ル
投
射
物
使
用
禁
止
ノ
宣
言
」
は
第
一
次
世
界
大

戦
に
毒
ガ
ス
の
使
用
を
防
げ
な
か
っ
た
が
、
一
九
二
五
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
毒
ガ
ス
議
定
書
に
よ
り
、
毒
ガ
ス
兵
器
は
そ
れ
以
降
、
お
お
む

ね
使
用
さ
れ
ず
に
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
人
体
内
ニ
入
リ
容
易
ニ
開
展
シ
又
ハ
扁
平
ト
ナ
ル
ヘ
キ
弾
丸
使
用
禁
止
ノ
宣
言
」
に

つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、「
ダ
ム
ダ
ム
弾
」
で
あ
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
り
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
が
、
現
在
で
は
「
ダ
ム
ダ
ム
弾
」

を
禁
止
し
た
宣
言
と
捉
え
ら
れ
て
い
る

（
90
）

。
軍
縮
は
一
般
的
に
、
軍
備
の
廃
絶
あ
る
い
は
縮
小
を
意
味
す
る
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
か

）
七
二
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

一
〇
四

も
し
れ
な
い
が
、
特
定
兵
器
の
禁
止
も
軍
縮
に
含
ま
れ
、
こ
の
分
野
で
は
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
は
成
功
し
た
と
言
え
よ
う
。
特
定
兵

器
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
様
々
な
条
約
が
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
の
嚆
矢
と
し
て
、
第
一
回
平
和
会
議
と
そ
の
成
果
物
で
あ
る
三

宣
言
は
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
続
い
て
、
一
九
〇
七
年
に
は
第
二
回
平
和
会
議
が
開
か
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
軍
備
縮
小
が
議
題
に
な
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
会
議
で
は
、「
軍
事
上
ノ
負
担
」
が
「
著
シ
ク
増
加
シ
タ
ル
コ
ト
ニ
鑑
ミ
列
国
政
府
ニ
於
テ
誠
意
ニ
本
問
題
ノ
考

究
ヲ
重
ネ
ラ
レ
ム
コ
ト
ヲ
切
ニ
希
望
ス
ル
旨
ヲ
宣
言
ス
」
と
い
う
決
議
が
採
択
さ
れ
た
が
、
実
効
性
に
は
乏
し
か
っ
た

（
91
）

。
第
二
回
平
和
会

議
が
終
了
し
た
七
年
後
、
一
九
一
四
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
会
議
の
参
加
国
ど
お
し
が
戦
う
状
況
が
数
年
間
続
い
た
。
ま
た
、

戦
争
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
国
際
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す
る
様
々
な
手
段
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た

（
92
）

。
第
三
回
平
和
会
議
も

結
局
開
催
さ
れ
ず
、
次
に
開
催
さ
れ
た
の
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
グ
平
和
会
議
が
大
戦
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ず
、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
に
よ
り
第
一
次
世
界
大
戦
は
正
式
に
終
結
し
、
平
和
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
意
味
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
意
義
は
大
き
い
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
軍
縮
を
第
一
の
目
的
と
し
て
掲
げ
た
一
八
九
九
年
の
平
和
会
議
は
、
開
催
そ
の
も
の
に
意
義
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
軍
備

縮
小
を
可
能
に
さ
せ
る
よ
う
な
参
加
国
間
の
信
頼
関
係
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
、
西
洋
中
心
の
文
明
に
基
づ
く
も
の
で

は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
軍
備
縮
小
に
理
解
を
示
す
共
通
の
価
値
観
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
今
日
、
国
際
社
会
に
お
い
て
は
軍
拡
が
大

き
な
問
題
と
な
り
、
ま
た
、
国
際
法
を
無
視
し
て
兵
器
開
発
を
進
め
、
あ
る
い
は
違
法
な
兵
器
を
保
持
す
る
国
家
や
団
体
が
存
在
し
て
い

）
七
二
二
（

第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

一
〇
五

る
（
93
）

。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
世
界
的
に
同
じ
価
値
観
を
共
有
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
九
世
紀
末
に

ハ
ー
グ
平
和
会
議
が
少
な
く
と
も
、
共
有
さ
れ
た
価
値
観
の
も
と
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
国
際
社
会
の
在
り
方
に
も
示
唆
を
与
え

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
で
は
特
定
兵
器
の
禁
止
が
実
現
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
様
々
な
兵
器

が
条
約
に
よ
り
禁
止
さ
れ
、
二
〇
一
七
年
に
採
択
さ
れ
二
〇
二
一
年
に
発
効
し
た
「
核
兵
器
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
」
に
至
っ
て
い
る
。

軍
備
縮
小
は
現
実
的
に
は
困
難
で
あ
っ
て
も
、
特
定
兵
器
の
禁
止
に
よ
り
戦
争
の
惨
禍
を
減
ら
す
努
力
は
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
一

回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
と
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た
三
宣
言
は
、
そ
の
よ
う
な
動
き
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
二
回
の
ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
が
ま
だ
多
数
あ
る
。
故
喜
多
教
授
が
残
さ
れ
た
宿
題
と
し

て
、
今
後
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

（
1
） 

外
務
省
編
纂
『
海
牙
万
国
平
和
会
議

　
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
第
二
巻
（
日
本
国
際
連
合
協
会
、
一
九
五
五
年
）。
以
下
、『
日
本
外
交
文

書
』
第
一
巻
ま
た
は
第
二
巻
と
す
る
。
三
枝
茂
智
『
国
際
軍
備
縮
小
問
題
』（
原
書
房
、
一
九
七
五
年
。
原
本
は
一
九
三
二
年
刊
行
）。
な
お
、
本
論

文
に
お
い
て
、
漢
字
は
す
べ
て
新
字
体
に
し
た
。

（
2
） 

宣
言
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
最
終
決
議
書
に
は
宣
言
書
㈠
、
宣
言
書
㈡
、
宣
言
書
㈢
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

正
式
名
称
は
批
准
案
に
あ
る
名
称
に
よ
っ
た
。「
一
七
四

　
明
治
三
十
三
年
八
月
三
日

　
青
木
外
務
大
臣
ヨ
リ
山
県
総
理
大
臣
宛

　
海
牙
平
和
会
議

三
条
約
三
宣
言
書
御
批
准
奏
請
ノ
件
竝
ニ
決
裁
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
八
五
一
─
八
五
二
頁
。
略
称
に
つ
い
て
は
、「
一
九
五

　
明
治
四
十

年
十
月
二
十
七
日

　
蘭
国
公
使
ヨ
リ
林
外
務
大
臣
宛

　
各
国
加
盟
通
知
ノ
件

　
附
属
書

　
一
八
九
九
年
七
月
二
十
九
日
平
和
会
議
三
条
約
三
宣
言
加

盟
一
覧
表
」、
同
右
、
八
八
〇
─
八
八
六
頁
、
八
八
一
頁
に
よ
っ
た
。

（
3
） Jam

es B
row

n S
cott, T

h
e H

agu
e P

eace C
on

feren
ces of 1899 an

d
 1907, V

ol. I-C
on

feren
ces an

d
 V

ol.II-D
ocu

m
en

ts w
ith

 a 

n
ew

 in
trod

u
ction

 for th
e G

arlan
d

 E
d

ition
 by W

arren
 F. K

u
eh

l 

（G
arland P

ublishing Inc., 1972

） （hereinafter, T
h

e H
agu

e 

）
七
二
二
（



第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

一
〇
五

る
（
93
）

。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
世
界
的
に
同
じ
価
値
観
を
共
有
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
九
世
紀
末
に

ハ
ー
グ
平
和
会
議
が
少
な
く
と
も
、
共
有
さ
れ
た
価
値
観
の
も
と
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
国
際
社
会
の
在
り
方
に
も
示
唆
を
与
え

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
第
一
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
で
は
特
定
兵
器
の
禁
止
が
実
現
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
様
々
な
兵
器

が
条
約
に
よ
り
禁
止
さ
れ
、
二
〇
一
七
年
に
採
択
さ
れ
二
〇
二
一
年
に
発
効
し
た
「
核
兵
器
の
禁
止
に
関
す
る
条
約
」
に
至
っ
て
い
る
。

軍
備
縮
小
は
現
実
的
に
は
困
難
で
あ
っ
て
も
、
特
定
兵
器
の
禁
止
に
よ
り
戦
争
の
惨
禍
を
減
ら
す
努
力
は
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
一

回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
と
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た
三
宣
言
は
、
そ
の
よ
う
な
動
き
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
二
回
の
ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
が
ま
だ
多
数
あ
る
。
故
喜
多
教
授
が
残
さ
れ
た
宿
題
と
し

て
、
今
後
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

（
1
） 

外
務
省
編
纂
『
海
牙
万
国
平
和
会
議

　
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
第
二
巻
（
日
本
国
際
連
合
協
会
、
一
九
五
五
年
）。
以
下
、『
日
本
外
交
文

書
』
第
一
巻
ま
た
は
第
二
巻
と
す
る
。
三
枝
茂
智
『
国
際
軍
備
縮
小
問
題
』（
原
書
房
、
一
九
七
五
年
。
原
本
は
一
九
三
二
年
刊
行
）。
な
お
、
本
論

文
に
お
い
て
、
漢
字
は
す
べ
て
新
字
体
に
し
た
。

（
2
） 

宣
言
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
最
終
決
議
書
に
は
宣
言
書
㈠
、
宣
言
書
㈡
、
宣
言
書
㈢
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

正
式
名
称
は
批
准
案
に
あ
る
名
称
に
よ
っ
た
。「
一
七
四

　
明
治
三
十
三
年
八
月
三
日

　
青
木
外
務
大
臣
ヨ
リ
山
県
総
理
大
臣
宛

　
海
牙
平
和
会
議

三
条
約
三
宣
言
書
御
批
准
奏
請
ノ
件
竝
ニ
決
裁
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
八
五
一
─
八
五
二
頁
。
略
称
に
つ
い
て
は
、「
一
九
五

　
明
治
四
十

年
十
月
二
十
七
日

　
蘭
国
公
使
ヨ
リ
林
外
務
大
臣
宛

　
各
国
加
盟
通
知
ノ
件

　
附
属
書

　
一
八
九
九
年
七
月
二
十
九
日
平
和
会
議
三
条
約
三
宣
言
加

盟
一
覧
表
」、
同
右
、
八
八
〇
─
八
八
六
頁
、
八
八
一
頁
に
よ
っ
た
。

（
3
） Jam

es B
row

n S
cott, T

h
e H

agu
e P

eace C
on

feren
ces of 1899 an

d
 1907, V

ol. I-C
on

feren
ces an

d
 V

ol.II-D
ocu

m
en

ts w
ith

 a 

n
ew

 in
trod

u
ction

 for th
e G

arlan
d

 E
d

ition
 by W

arren
 F. K

u
eh

l 

（G
arland P

ublishing Inc., 1972

） （hereinafter, T
h

e H
agu

e 

）
七
二
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

一
〇
六

P
eace C

on
feren

ces

）. 

本
書
は
一
九
〇
九
年
にT

he Johns H
opkins P

ress

か
ら
出
版
さ
れ
た
。

（
4
） F

rederick W
. H

olls, T
h

e P
eace C

on
feren

ce at th
e H

agu
e an

d
 its B

earin
gs on

 In
tern

ation
al L

aw
 an

d
 P

olicy 

（T
he 

M
acm

illan C
om

pany, 1900

）.

（
5
） W

illiam
 I. H

ull, T
h

e T
w

o H
agu

e C
on

feren
ces an

d
 T

h
eir C

on
tribu

tion
s to In

tern
ation

al L
aw

 w
ith

 a n
ew

 in
trod

u
ction

 

for th
e G

arlan
d

 E
d

ibition
 by W

arren
 F. K

u
eh

l 

（G
arland P

ublishing Inc., 1972

）. 

本
書
は
一
九
〇
八
年
にG

inn and C
om

pany

か
ら

出
版
さ
れ
た
。

（
6
） M

aartje A
bbenhuis, C

hristopher E
rnst B

arber and A
nnalise R

. H
iggins 

（eds.

）, W
ar, P

eace an
d

 In
tern

ation
al O

rd
er?: 

T
h

e L
egacies of th

e H
agu

e C
on

feren
ces of 1899 an

d
 1907 

（R
outledge, 2017

）.

（
7
） G

eorge H
. A

ldrich and C
hristine M

. C
hinkin 

（eds.

）, “S
ym

posium
: T

he H
ague P

eace C
onferences ”, A

m
erican

 Jou
rn

al of 

In
tern

ation
al L

aw
, 2000, V

ol. 94, pp. 1-98.

（
8
） A

ndré D
urand, “L

e C
om

ité international de la C
roix-R

ouge à l ’époque de la prem
ière C

onférence de L
a H

aye 

（1899

）”, 

In
tern

ation
al R

eview
 of th

e R
ed

 C
ross, 1999, V

ol. 81, N
o. 834, pp.353-364. Jean-P

hilippe L
avoyer, “C

entenaire de la 

C
onférence internationale de la P

aix 

（L
a H

aye, 1899

）”, In
tern

ation
al R

eview
 of th

e R
ed

 C
ross, 1999, V

ol. 81, N
o. 835, 

pp.678-683.

（
9
） 

杉
村
陽
太
郎
『
海
牙
平
和
会
議
』（
国
際
連
盟
協
会
、
一
九
三
五
年
）。

（
10
） K

o N
akam

ura, “T
he C

onvention for the P
acific S

ettlem
ent of International D

isputes in H
istorical P

erspective-In 

C
om

m
em

oration of the C
entennial of the F

irst H
ague P

eace C
onference- ” Japan

ese A
n

n
u

al of In
tern

ation
al L

aw
, 2000, V

ol. 

43, 3-18.

（
11
） 

藤
田
久
一
「
ハ
ー
グ
「
万
国
平
和
会
議
」
百
周
年
に
思
う
こ
と
」『
学
士
会
会
報
』
第
八
二
四
号
、
一
九
九
九
年
七
月
、
四
─
八
頁
。

（
12
） 

藤
田
久
一
『
軍
縮
の
国
際
法
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
）。
黒
沢
満
『
軍
縮
国
際
法
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
）。
な
お
、
黒
沢
は
二
回

の
会
議
に
つ
い
て
「
戦
時
国
際
法
と
紛
争
の
平
和
的
解
決
の
分
野
で
は
い
く
つ
か
の
条
約
の
作
成
に
成
功
し
た
が
、
軍
縮
問
題
で
は
ま
っ
た
く
合
意

）
七
二
二
（

第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

一
〇
七

が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
黒
沢
、
四
頁
。

（
13
） K

o N
akam

ura, su
pra. note 10.

（
14
） 

江
藤
淳
一
「
マ
ル
テ
ン
ス
条
項
─
百
年
の
軌
跡
」
村
瀬
信
也
・
真
山
全
編
『
武
力
紛
争
の
国
際
法
』（
東
信
堂
、
二
〇
〇
四
年
）、
五
八
─
八
四

頁
。

（
15
） 

廣
瀬
和
子
「
核
兵
器
の
使
用
規
制
─
原
爆
判
決
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
ま
で
の
言
説
分
析
を
通
し
て
み
ら
れ
る
現
代
国
際
法
の
複
合
性
」

村
瀬
・
真
山
編
『
武
力
紛
争
の
国
際
法
』、
四
二
四
─
四
五
九
頁
。
立
松
美
也
子
「
武
力
紛
争
に
お
け
る
文
化
財
の
保
護
」
同
右
、
六
五
五
─

六
八
二
頁
。

（
16
） 

和
仁
健
太
郎
『
伝
統
的
中
立
制
度
の
法
的
性
格
─
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
権
利
と
そ
の
条
件
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）、

一
三
三
─
一
四
七
頁
。

（
17
） 

黒
沢
『
現
代
軍
縮
国
際
法
』、
五
─
六
頁
。

（
18
） 

軍
備
管
理
に
つ
い
て
は
、
同
右
、
五
─
九
頁
。

（
19
） 

同
右
、
九
─
一
〇
頁
。
な
お
、
フ
ァ
ー
ク
ツ
（V

agts

）
は
量
的
縮
小
（Q

uantitative L
im

itations

）
と
質
的
縮
小
（Q

ualitative 

L
im

itations

）
に
分
類
し
て
二
回
の
ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
量
的
」
と
は
「
あ
る
種
類
の
兵
器
、
た
と
え
ば

軍
艦
、
核
弾
頭
お
よ
び
弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
は
認
め
る
が
、
各
々
の
国
が
所
有
す
る
数
を
制
限
す
る
と
い
う
管
理
」
と
す
る
。D

etlev F
. 

V
agts, “T

he H
ague C

onventions and A
rm

s C
ontrol ”, A

m
erican

 Jou
rn

al of In
tern

ation
al L

aw
, 2000, V

ol. 94, pp.31-41, p.31.

（
20
） 

黒
沢
、
同
右
、
一
一
頁
。
右
の
フ
ァ
ー
ク
ツ
の
定
義
に
よ
る
と
、「
質
的
」
と
は
「
例
え
ば
炸
裂
弾
、
毒
ガ
ス
、
生
物
兵
器
な
ど
特
定
の
兵
器

の
使
用
禁
止
を
指
す
。」V

agts, ibid.

（
21
） 

た
と
え
ば
、S

cott, T
h

e H
agu

e P
eace C

on
feren

ces

は
、
第
一
巻
が
八
八
七
頁
、
第
二
巻
が
五
四
八
頁
か
ら
成
る
。

（
22
） S

cott, T
h

e H
agu

e P
eace C

on
feren

ces, V
ol. I, p.7. 

ウ
ィ
ー
ン
会
議
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
、
パ
リ
会
議
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
、
ベ
ル
リ
ン

会
議
は
露
土
戦
争
の
後
に
開
催
さ
れ
た
。

（
23
） 

Ibid., pp. 7 and 17. 

な
お
通
称
、
パ
リ
宣
言
と
い
う
。

）
七
二
二
（



第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

一
〇
七

が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
黒
沢
、
四
頁
。

（
13
） K

o N
akam

ura, su
pra. note 10.

（
14
） 
江
藤
淳
一
「
マ
ル
テ
ン
ス
条
項
─
百
年
の
軌
跡
」
村
瀬
信
也
・
真
山
全
編
『
武
力
紛
争
の
国
際
法
』（
東
信
堂
、
二
〇
〇
四
年
）、
五
八
─
八
四

頁
。

（
15
） 

廣
瀬
和
子
「
核
兵
器
の
使
用
規
制
─
原
爆
判
決
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
ま
で
の
言
説
分
析
を
通
し
て
み
ら
れ
る
現
代
国
際
法
の
複
合
性
」

村
瀬
・
真
山
編
『
武
力
紛
争
の
国
際
法
』、
四
二
四
─
四
五
九
頁
。
立
松
美
也
子
「
武
力
紛
争
に
お
け
る
文
化
財
の
保
護
」
同
右
、
六
五
五
─

六
八
二
頁
。

（
16
） 

和
仁
健
太
郎
『
伝
統
的
中
立
制
度
の
法
的
性
格
─
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
権
利
と
そ
の
条
件
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）、

一
三
三
─
一
四
七
頁
。

（
17
） 

黒
沢
『
現
代
軍
縮
国
際
法
』、
五
─
六
頁
。

（
18
） 

軍
備
管
理
に
つ
い
て
は
、
同
右
、
五
─
九
頁
。

（
19
） 

同
右
、
九
─
一
〇
頁
。
な
お
、
フ
ァ
ー
ク
ツ
（V

agts

）
は
量
的
縮
小
（Q

uantitative L
im

itations

）
と
質
的
縮
小
（Q

ualitative 

L
im

itations

）
に
分
類
し
て
二
回
の
ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
量
的
」
と
は
「
あ
る
種
類
の
兵
器
、
た
と
え
ば

軍
艦
、
核
弾
頭
お
よ
び
弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
は
認
め
る
が
、
各
々
の
国
が
所
有
す
る
数
を
制
限
す
る
と
い
う
管
理
」
と
す
る
。D

etlev F
. 

V
agts, “T

he H
ague C

onventions and A
rm

s C
ontrol ”, A

m
erican

 Jou
rn

al of In
tern

ation
al L

aw
, 2000, V

ol. 94, pp.31-41, p.31.

（
20
） 

黒
沢
、
同
右
、
一
一
頁
。
右
の
フ
ァ
ー
ク
ツ
の
定
義
に
よ
る
と
、「
質
的
」
と
は
「
例
え
ば
炸
裂
弾
、
毒
ガ
ス
、
生
物
兵
器
な
ど
特
定
の
兵
器

の
使
用
禁
止
を
指
す
。」V

agts, ibid.

（
21
） 

た
と
え
ば
、S

cott, T
h

e H
agu

e P
eace C

on
feren

ces

は
、
第
一
巻
が
八
八
七
頁
、
第
二
巻
が
五
四
八
頁
か
ら
成
る
。

（
22
） S

cott, T
h

e H
agu

e P
eace C

on
feren

ces, V
ol. I, p.7. 

ウ
ィ
ー
ン
会
議
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
、
パ
リ
会
議
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
、
ベ
ル
リ
ン

会
議
は
露
土
戦
争
の
後
に
開
催
さ
れ
た
。

（
23
） 

Ibid., pp. 7 and 17. 

な
お
通
称
、
パ
リ
宣
言
と
い
う
。

）
七
二
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

一
〇
八

（
24
） 

Ibid. p. 8.
（
25
） 

Ibid., p. 23
（
26
） 
「
六
二

　
明
治
三
十
一
年
八
月
二
十
四
日

　
露
国
外
務
大
臣
ヨ
リ
露
国
駐
箚
林
公
使
宛
（
回
文
）
万
国
平
和
会
議
開
催
提
唱
竝
ニ
帝
国
全
権
任

命
ニ
関
ス
ル
件
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
七
三
─
七
五
頁
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
回
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
英
文
に
つ
い
て
は
、S

cott, T
h

e 

H
agu

e P
eace C

on
feren

ces, V
ol. II, pp. 1-2

を
参
照
。
な
お
、
こ
の
回
章
は
八
月
二
四
日
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
露
暦
で
は
八
月
一
二
日
で

あ
っ
た
。
ま
た
英
文
で
はR

escript

と
あ
り
、
通
常
、
勅
令
と
訳
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
慣
例
に
し
た
が
い
、
回
章
と
す
る
。

（
27
） 

「
一

　
明
治
三
十
一
年
八
月
二
十
五
日

　
露
国
駐
箚
本
野
臨
時
代
理
公
使
ヨ
リ
大
隈
外
務
大
臣
宛
（
電
報
）　
露
国
外
相
ヨ
リ
万
国
平
和
会
議
開

催
理
由
書
公
附
ノ
件
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
一
頁
。

（
28
） 

引
用
文
で
は
「
災
害
」
と
あ
る
が
、
英
文
で
はcataclysm

と
あ
り
、
前
後
の
文
脈
か
ら
戦
争
の
意
味
と
解
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。S

cott, 

T
h

e H
agu

e P
eace C

on
feren

ces, V
ol II, p. 2.

（
29
） 

三
枝
は
「
曖
昧
な
る
文
字
を
連
ね
、
感
傷
的
考
察
に
耽
り
、
一
度
は
過
度
の
軍
備
の
縮
小
（reduction of the excessive A

rm
am

ents.

）
を

云
為
し
、
一
度
は
軍
備
増
加
の
阻
止
（C

hecking these increasing A
rm

am
ents.

）
を
説
き
、
一
度
は
現
在
軍
備
の
斬
新
的
発
達
制
限

（lim
iting the progressive developm

ent of existing A
rm

am
ents.

）
の
利
益
を
各
国
民
に
確
保
せ
む
と
主
張
し
、
斯
の
如
き
重
大
意
義
あ
る

国
際
会
議
招
集
を
企
図
す
べ
く
、
そ
の
議
題
餘
り
に
漠
然
た
り
」
と
批
判
的
に
述
べ
て
い
る
。
三
枝
『
国
際
軍
備
縮
小
問
題
』、
五
九
頁
。

（
30
） 

「
三
四

　
明
治
三
十
二
年
一
月
十
日
（
十
二
月
三
十
日
）
露
国
外
相
「
ム
ラ
ヴ
ィ
エ
フ
」
ヨ
リ
露
国
駐
箚
林
公
使
宛

　
軍
備
縮
小
会
議
議
題
ニ

関
ス
ル
第
二
回
提
案
回
章
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
三
二
─
三
四
頁
。
な
お
、
以
下
の
脚
注
に
お
い
て
、『
日
本
外
交
文
書
』
の
文
書
で
既
出

の
も
の
に
は
、
文
書
の
名
称
は
省
略
し
、
文
書
番
号
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
文
書
が
複
数
の
文
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

構
成
し
て
い
る
文
書
名
を
明
記
し
た
ほ
う
が
よ
い
場
合
は
、
文
書
番
号
の
後
に
当
該
文
書
名
を
付
す
こ
と
と
す
る
。

（
31
） 

第
三
四
文
書
、
同
右
、
三
三
頁
。

（
32
） 

後
述
の
と
お
り
、
こ
の
議
題
の
区
分
に
従
っ
て
、
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。

（
33
） 

三
枝
は
「
第
二
回
廻
状
は
精
確
な
り
」
と
評
し
た
。
三
枝
『
国
際
軍
備
縮
小
問
題
』、
六
三
頁
。

）
七
二
二
（

第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

一
〇
九

（
34
） 

「
一
五
二

　
自
明
治
二
十
二
年
五
月
十
八
日
至
七
月
二
十
九
日

　
万
国
平
和
会
議
議
事
録
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
五
二
〇
─
七
八
二
頁
。

そ
の
う
ち
、「
一
、
目
録
」
五
二
〇
─
五
二
二
頁
は
総
会
議
の
概
略
を
示
し
て
い
る
。

（
35
） 

代
表
の
名
簿
に
つ
い
て
は
、「
九
七

　
明
治
三
十
二
年
五
月
二
日
蘭
国
駐
箚
西
臨
時
代
理
公
使
ヨ
リ
青
木
外
務
大
臣
宛

　
万
国
平
和
会
議
委
員

並
蘭
国
側
予
算
等
通
知
ノ
件

　
附
記

　
平
和
会
議
各
国
代
表
委
員
名
簿
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
一
一
二
─
一
二
三
頁
。
な
お
、C

aron
は

こ
の
会
議
は
基
本
的
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
西
洋
文
明
に
基
盤
を
お
い
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。C

aron, “W
ar and International 

A
djudication: R

eflections on the 1899 P
eace C

onference ”, A
m

erican
 Jou

rn
al of In

tern
ation

al L
aw

, 2000, V
ol. 94, pp. 4-30, p. 6.

（
36
） 

藤
田
「
ハ
ー
グ
「
万
国
平
和
会
議
」
百
周
年
に
思
う
こ
と
」、
五
頁
。

（
37
） 

第
一
五
二
文
書
、『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
の
う
ち
、「
二
、
第
一
回
総
会
議
」
五
三
一
─
五
四
〇
頁
お
よ
び
「
三
、
第
二
回
総
会
議
」

五
四
〇
─
五
四
四
頁
。
な
お
、『
日
本
外
交
文
書
』
の
記
述
に
は
オ
ラ
ン
ダ
国
王
で
は
な
く
、「
和
蘭
国
皇
帝
」
と
あ
る
。
五
四
〇
頁
。

（
38
） 

第
一
五
二
文
書
、「
三
、
第
二
回
総
会
議
」、
同
右
。

（
39
） 

第
一
五
二
文
書
、「
四
、
第
三
回
総
会
議
」、
同
右
、
五
四
四
─
五
五
四
頁
。

（
40
） 

第
一
五
二
文
書
、「
五
、
第
四
回
総
会
議
」、
同
右
、
五
五
四
─
五
七
五
頁
。

（
41
） 

第
一
五
二
文
書
、「
六
、
第
五
回
総
会
議
」、
同
右
、
五
七
五
─
六
一
三
頁
、
と
く
に
五
七
六
頁
。

（
42
） 

同
右
。

（
43
） 

同
右
、
五
七
七
頁
。

（
44
） 

第
一
五
二
文
書
、「
七
、
第
六
回
総
会
議
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
六
一
三
─
六
二
八
頁
。

（
45
） 

第
一
五
二
文
書
、「
八
、
第
七
回
総
会
議
」、
同
右
、
六
二
八
─
七
五
九
頁
。

（
46
） 

第
一
五
二
文
書
、「
九
、
第
八
回
総
会
議
」、
同
右
、
七
五
九
─
七
六
八
頁
。

（
47
） 

第
一
五
二
文
書
、「
一
〇
、
第
九
回
総
会
議
」、
同
右
、
七
六
八
─
七
七
三
頁
。

（
48
） 

第
一
五
二
文
書
、「
一
一
、
第
一
〇
回
総
会
議
」、
同
右
、
七
七
三
─
七
八
二
頁
。
な
お
、
バ
チ
カ
ン
の
参
加
に
つ
い
て
は
イ
タ
リ
ア
が
反
対
し

て
い
た
が
、
教
皇
の
道
徳
的
支
持
を
え
る
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
が
教
皇
に
書
簡
を
送
付
し
た
。 “F

rom
 the H

ague to the C
ape: T

he 

）
七
二
一
（



第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

一
〇
九

（
34
） 

「
一
五
二

　
自
明
治
二
十
二
年
五
月
十
八
日
至
七
月
二
十
九
日

　
万
国
平
和
会
議
議
事
録
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
五
二
〇
─
七
八
二
頁
。

そ
の
う
ち
、「
一
、
目
録
」
五
二
〇
─
五
二
二
頁
は
総
会
議
の
概
略
を
示
し
て
い
る
。

（
35
） 
代
表
の
名
簿
に
つ
い
て
は
、「
九
七

　
明
治
三
十
二
年
五
月
二
日
蘭
国
駐
箚
西
臨
時
代
理
公
使
ヨ
リ
青
木
外
務
大
臣
宛

　
万
国
平
和
会
議
委
員

並
蘭
国
側
予
算
等
通
知
ノ
件

　
附
記

　
平
和
会
議
各
国
代
表
委
員
名
簿
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
一
一
二
─
一
二
三
頁
。
な
お
、C

aron

は

こ
の
会
議
は
基
本
的
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
西
洋
文
明
に
基
盤
を
お
い
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。C

aron, “W
ar and International 

A
djudication: R

eflections on the 1899 P
eace C

onference ”, A
m

erican
 Jou

rn
al of In

tern
ation

al L
aw

, 2000, V
ol. 94, pp. 4-30, p. 6.

（
36
） 

藤
田
「
ハ
ー
グ
「
万
国
平
和
会
議
」
百
周
年
に
思
う
こ
と
」、
五
頁
。

（
37
） 

第
一
五
二
文
書
、『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
の
う
ち
、「
二
、
第
一
回
総
会
議
」
五
三
一
─
五
四
〇
頁
お
よ
び
「
三
、
第
二
回
総
会
議
」

五
四
〇
─
五
四
四
頁
。
な
お
、『
日
本
外
交
文
書
』
の
記
述
に
は
オ
ラ
ン
ダ
国
王
で
は
な
く
、「
和
蘭
国
皇
帝
」
と
あ
る
。
五
四
〇
頁
。

（
38
） 

第
一
五
二
文
書
、「
三
、
第
二
回
総
会
議
」、
同
右
。

（
39
） 

第
一
五
二
文
書
、「
四
、
第
三
回
総
会
議
」、
同
右
、
五
四
四
─
五
五
四
頁
。

（
40
） 

第
一
五
二
文
書
、「
五
、
第
四
回
総
会
議
」、
同
右
、
五
五
四
─
五
七
五
頁
。

（
41
） 

第
一
五
二
文
書
、「
六
、
第
五
回
総
会
議
」、
同
右
、
五
七
五
─
六
一
三
頁
、
と
く
に
五
七
六
頁
。

（
42
） 

同
右
。

（
43
） 

同
右
、
五
七
七
頁
。

（
44
） 

第
一
五
二
文
書
、「
七
、
第
六
回
総
会
議
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
六
一
三
─
六
二
八
頁
。

（
45
） 

第
一
五
二
文
書
、「
八
、
第
七
回
総
会
議
」、
同
右
、
六
二
八
─
七
五
九
頁
。

（
46
） 

第
一
五
二
文
書
、「
九
、
第
八
回
総
会
議
」、
同
右
、
七
五
九
─
七
六
八
頁
。

（
47
） 

第
一
五
二
文
書
、「
一
〇
、
第
九
回
総
会
議
」、
同
右
、
七
六
八
─
七
七
三
頁
。

（
48
） 

第
一
五
二
文
書
、「
一
一
、
第
一
〇
回
総
会
議
」、
同
右
、
七
七
三
─
七
八
二
頁
。
な
お
、
バ
チ
カ
ン
の
参
加
に
つ
い
て
は
イ
タ
リ
ア
が
反
対
し

て
い
た
が
、
教
皇
の
道
徳
的
支
持
を
え
る
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王
が
教
皇
に
書
簡
を
送
付
し
た
。 “F

rom
 the H

ague to the C
ape: T

he 

）
七
二
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

一
一
〇

P
eace C

onference and the S
outh A

frican W
ar ”, S

ou
th

 A
frican

 L
aw

 Jou
rn

al, 1901, V
ol. 18, pp. 337-362, p. 340.

（
49
） 

「
一
五
三

　
明
治
三
十
二
年
七
月
二
十
九
日

　
平
和
会
議
最
終
決
議
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
七
八
三
─
八
二
七
頁
、
七
八
三
─
七
八
九

頁
。
最
終
議
定
書
は
条
約
で
は
な
く
、
会
議
の
成
果
の
ま
と
め
（resum

é

）
で
あ
っ
た
。A

. P
earce H

iggins, T
h

e H
agu

e P
eace 

C
on

feren
ces an

d
 O

th
er In

tern
ation

al C
on

feren
ces C

on
cern

in
g th

e L
aw

s an
d

 U
sages of W

ar T
exts of C

on
ven

tion
s w

ith
 

C
om

m
en

taries 

（hereinafter, T
h

e H
agu

e P
eace C

on
feren

ces

） （C
am

bridge U
niversity P

ress, 2014

）. 

本
書
は
一
九
〇
九
年
に

C
am

bridge U
niversity P

ress

か
ら
出
版
さ
れ
た
。

（
50
） 

第
一
五
三
文
書
、『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
七
八
九
─
七
九
〇
頁
。
な
お
、
第
一
の
希
望
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
、
第
二
～
六
の
希
望

は
「
若
干
ノ
棄
権
を
除
キ
全
会
一
致
」
で
可
決
さ
れ
た
。

（
51
） 

同
右
、
七
九
〇
─
八
二
七
頁
。

（
52
） 

「
一
七
六

　
明
治
三
十
三
年
十
月
六
日

　
蘭
国
駐
箚
珍
田
公
使
ヨ
リ
青
木
外
務
大
臣
宛

　
万
国
平
和
三
約
定
及
三
宣
言
批
准
書
寄
託
手
続
終
了

通
知
ノ
件
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
八
五
三
─
八
五
六
頁
。

（
53
） 

藤
田
「
ハ
ー
グ
「
万
国
平
和
会
議
」
百
周
年
に
思
う
こ
と
」、
六
頁
。

（
54
） 

「
一
三
八

　
明
治
三
十
二
年
七
月
三
日

　
在
蘭
林
公
使
ヨ
リ
青
木
外
務
大
臣
宛

　
軍
備
縮
小
案
廃
棄
ニ
関
シ
通
知
ノ
件
」『
日
本
外
交
文
書
』
第

一
巻
、
四
〇
六
─
四
〇
九
頁
、
四
〇
七
頁
。

（
55
） 

同
右
。

（
56
） 

同
右
、
四
〇
八
頁
。

（
57
） 

「
一
三
九

　
明
治
三
十
二
年
七
月
四
日

　
坂
本
海
軍
大
佐
ヨ
リ
山
本
海
軍
大
臣
宛

　
軍
備
縮
小
軍
器
制
限
ニ
関
ス
ル
討
議
ノ
件
㈢
」『
日
本
外
交

文
書
』
第
一
巻
、
四
一
八
─
四
三
四
頁
。
引
用
部
分
は
四
二
〇
頁
。

（
58
） 

同
右
、
四
三
三
頁
。

（
59
） 

第
一
三
八
文
書
、『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、 

四
〇
八
頁
。

（
60
） 

同
右
、
四
〇
九
頁
。

）
七
二
七
（

第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

一
一
一

（
61
） 

同
右
。

（
62
） 

第
一
五
二
文
書
、「
七
、
第
六
回
総
会
議

　
附
属
書

　
第
一
委
員
会
報
告
書
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
六
二
五
─
六
二
八
頁
、
六
二
八
頁
。

（
63
） 

同
右
。

（
64
） 

第
一
五
三
文
書
、『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
七
八
九
頁
。

（
65
） 

第
一
五
二
文
書
、「
七
、
第
六
回
総
会
議

　
附
属
書

　
第
一
委
員
会
報
告
書
」
同
右
、
六
二
八
頁
。

（
66
） 

同
右
、
六
二
五
─
六
二
八
頁
。

（
67
） 

同
右
、
六
二
六
頁
。

（
68
） 

同
右
。

（
69
） 

同
右
、
六
二
六
─
六
二
七
頁
。

（
70
） 

第
一
五
二
文
書
、「
七
、
第
六
回
総
会
議
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
六
一
四
頁
。

（
71
） 

同
右
、
六
一
四
─
六
一
五
頁
。

（
72
） 

同
右
、
六
一
七
頁
。

（
73
） 

同
右
、
六
一
八
頁
。

（
74
） 

同
右
、
六
一
八
─
六
一
九
頁
。

（
75
） 

同
右
、
六
一
九
頁
。

（
76
） 

同
右
、
六
一
九
─
六
二
〇
頁
。

（
77
） 

同
右
、
六
二
五
頁
。

（
78
） 

第
一
五
二
文
書
、「
七
、
第
六
回
総
会
議

　
附
属
書

　
第
一
委
員
会
報
告
書
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
六
二
七
─
六
二
八
頁
。

（
79
） H

iggins, T
h

e H
agu

e P
eace C

on
feren

ces, p.77.

（
80
） 

Ibid.

（
81
） 

Ibid.

）
七
二
二
（



第
一
回
ハ
ー
グ
万
国
平
和
会
議
と
軍
縮
（
河
合
）

一
一
一

（
61
） 

同
右
。

（
62
） 

第
一
五
二
文
書
、「
七
、
第
六
回
総
会
議

　
附
属
書

　
第
一
委
員
会
報
告
書
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
六
二
五
─
六
二
八
頁
、
六
二
八
頁
。

（
63
） 
同
右
。

（
64
） 
第
一
五
三
文
書
、『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
七
八
九
頁
。

（
65
） 

第
一
五
二
文
書
、「
七
、
第
六
回
総
会
議

　
附
属
書

　
第
一
委
員
会
報
告
書
」
同
右
、
六
二
八
頁
。

（
66
） 

同
右
、
六
二
五
─
六
二
八
頁
。

（
67
） 

同
右
、
六
二
六
頁
。

（
68
） 

同
右
。

（
69
） 

同
右
、
六
二
六
─
六
二
七
頁
。

（
70
） 

第
一
五
二
文
書
、「
七
、
第
六
回
総
会
議
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
六
一
四
頁
。

（
71
） 

同
右
、
六
一
四
─
六
一
五
頁
。

（
72
） 

同
右
、
六
一
七
頁
。

（
73
） 

同
右
、
六
一
八
頁
。

（
74
） 

同
右
、
六
一
八
─
六
一
九
頁
。

（
75
） 

同
右
、
六
一
九
頁
。

（
76
） 

同
右
、
六
一
九
─
六
二
〇
頁
。

（
77
） 

同
右
、
六
二
五
頁
。

（
78
） 

第
一
五
二
文
書
、「
七
、
第
六
回
総
会
議

　
附
属
書

　
第
一
委
員
会
報
告
書
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
六
二
七
─
六
二
八
頁
。

（
79
） H

iggins, T
h

e H
agu

e P
eace C

on
feren

ces, p.77.

（
80
） 

Ibid.

（
81
） 

Ibid.

）
七
二
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
二
一
年
九
月
）

一
一
二

（
82
） R

ichm
ond P

earson H
obson, “D

isarm
am

ent ”, A
m

erican
 Jou

rn
al of In

tern
ation

al law
, 1908, pp. 743-757, p.755.

（
83
） 

Ibid.
（
84
） 

Ibid, p. 743.

（
85
） A

ndrew
 W

ebster, “R
econsidering disarm

am
ent at the H

ague P
eace C

onference of 1899, and after ”, A
bbenhuis, B

arber and 

H
iggins 

（eds.
）, W

ar, P
eace an

d
 In

tern
ation

al O
rd

er?, pp.69-85, p.76-77.

（
86
） 

Ibid., p.77.

（
87
） 

第
一
五
二
文
書
、『
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
、
七
八
九
頁
。

（
88
） C

aron, su
pra. note 35, p.6.

（
89
） W

ebster, su
pra. note 85, p.77.

（
90
） 

黒
崎
将
広
・
坂
元
茂
樹
・
西
村
弓
・
石
垣
友
明
・
森
肇
志
・
真
山
全
・
酒
井
啓
亘
『
防
衛
実
務
国
際
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
一
年
）【
八
一
六
】。

な
お
、
平
和
会
議
で
こ
の
宣
言
に
反
対
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
現
在
で
も
宣
言
を
批
准
し
て
い
な
い
。
同
右
。

（
91
） 

「
四
九
七

　
西
園
寺
総
理
大
臣
ヨ
リ
内
田
外
務
大
臣
宛

　
第
二
回
平
和
会
議
諸
条
約
御
批
准
奏
請
ノ
儀
御
裁
可
ノ
件
」『
日
本
外
交
文
書
』
第
二

巻
、
六
六
七
─
八
六
三
頁
の
う
ち
、「
附
属
書
二

　
右
諸
条
約
竝
ニ
最
終
決
議
書
及
希
望
条
項
」、
八
四
一
─
八
六
三
頁
、
八
五
三
頁
。

（
92
） C

aron, su
pra. note 35, p. 23.

（
93
） V

agts, su
pra. note 19, p. 41.

）
七
二
二
（

租
税
ほ
脱
犯
の
罪
質
に
関
す
る
一
考
察
（
神
例
）

一
一
三

租
税
ほ
脱
犯
の
罪
質
に
関
す
る
一
考
察

─
単
純
不
申
告
犯
、
単
純
不
申
告
ほ
脱
犯
、
虚
偽
不
申
告
等
ほ
脱
犯
の
相
互
関
係

─

神

　
　例

　
　康

　
　博

一
　
は
じ
め
に

租
税
ほ
脱
犯
は
、
納
税
義
務
を
負
う
者
が
「
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
」
に
よ
り
「
税
を
免
れ
た
」（
ま
た
は
、
税
の
還
付
を
受
け
た
）
こ

と
を
内
容
と
す
る
犯
罪
で
あ
る
（
所
得
税
法
二
三
八
条
一
項
、
法
人
税
法
一
五
九
条
一
項
な
ど
）。
租
税
ほ
脱
犯
の
成
立
要
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、

「
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
」
の
意
義
を
中
心
に
、
単
に
申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
い
う
不
作
為
が
「
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
」
に
該

当
す
る
か
、「
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
」
と
い
え
る
た
め
に
は
事
前
の
所
得
秘
匿
工
作
（
以
下
、
所
得
秘
匿
工
作
と
い
う
）
が
必
要
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
所
得
秘
匿
工
作
を
伴
わ
な
い
過
少
申
告
は
「
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
」
と
は
い
え
な
い
か
、
と
い
っ
た
点
が
問
題
と
さ
れ

論
　
説

）
五
四
二
（


